
ひばりヶ丘駅北口駅前広場が新設され、北口線が開通しました。

平成31年

第1回
定例会

２面3面4面5面6面7面8面9面10面
紙
面
の
紹
介
（
も
く
じ
）

市
長
の
施
政
方
針
の
概
要

代
表
質
問
の
要
旨

・
自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団

　
　
代
表
質
問
者

　
　
　
酒
井
　
ご
う
一
郎
　
議
員

代
表
質
問
の
要
旨

（
２
面
に
引
き
続
き
）

写
真
募
集
中

代
表
質
問
の
要
旨

・
西
東
京
市
議
会
公
明
党

　
　
代
表
質
問
者

　
　
　
佐
藤　
公
男　
　
議
員

議
会
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
①

　
採
択
さ
れ
た
陳
情
へ
の
市
の
対
応

議
会
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
②

　
視
察
受
け
入
れ
状
況

代
表
質
問
の
要
旨

・
日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団

　
　
代
表
質
問
者

　
　
　
藤
岡　
智
明　
　
議
員

・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
代
表
質
問
者

　
　
　
森　
し
ん
い
ち　
議
員

代
表
質
問
の
要
旨

・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
代
表
質
問
者

　
　
　
後
藤　
ゆ
う
子　
議
員

・
統
一
会
派
み
ら
い　

　
　
代
表
質
問
者

　
　
　
小
峰　
和
美　
　
議
員

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
市
議
会
を
傍
聴
す
る
に
は

用
語
の
解
説

一
般
質
問
の
要
旨

　
田
村
ひ
ろ
ゆ
き　
議
員（
無
所
属
③
）

　
納
田　
さ
お
り　
議
員（
無
所
属
②
）

　
森　
　
て
る
お　
議
員（
無
所
属
①
）

委
員
会
の
審
査
か
ら

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

当
初
予
算
に
対
す
る
討
論

議
案
の
議
決
結
果
一
覧

陳
情
の
結
果

今
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

会
議
録
の
公
開
予
定

会
議
の
開
催
状
況

編
集
後
記

平成31年度予算一般会計717億144万5,000円のほか、特別会計・企業会計を可決

「空き家等の対策の推進に関する条例」を可決

適切な管理がされていない空き家等をめぐる問題の解決を図ること、また、法律に基づき、市内にあ
る空き家等の適切な管理等に関し必要な事項を定めた条例を可決しました。

　一般会計における主な新規事業は以下のとおりです。
◇保谷庁舎解体後の敷地活用に向けた測量及び不動産鑑定を実施
◇閉館した市民会館の官民連携事業に向けた測量及び解体工事実施設計を実施
◇子どもの相談窓口を開設し、子どもの権利侵害に関する相談対応を行うとともに、
子ども条例、子どもの権利擁護委員制度の普及啓発等を実施
◇女性の働き方サポート推進事業参加者同士のネットワーク拠点及び企業とのマッ
チングの場となる施設整備に対する支援を実施
◇災害時の衛生確保に向け、マンホールトイレの資機材を配備
◇体育館の空調設備設置に向けた基礎調査を実施（小学校17校、中学校７校）

主
　
な
　
議
　
案

○第1回定例会
会期…2月25日(月)～3月27日(水)　31日間

審議件数 可決・採択
※

否決・
不採択

市長提出議案 31 31
 条例 14 14
 予算 12 12
 その他 5 5  
議員提出議案 5 ３ 2
陳情 4 2 2

※「可決･採択」には、同意を含んでいます。

8面へ

7面へ

今号は第 1 回定例会審査時点での
内容を掲載しているため、「平成31年
度」と表示しています。
今後、改元日以降の年を表示する

場合は「令和」と表示します。

西  東  京  市  議  会 だ  よ  り

西東京市
Nishitokyo City

〒188-8666 西東京市南町5-6-13　　 042-464-1311　　編集／議会報編集委員会　発行／西東京市議会

お知り合いの方でご希望の方がいらっしゃいましたら
谷戸図書館（　042-421-4545）へお問い合わせください。

「声の市議会だより」をお届けしています。
（デイジー版・CD版）

第83号
令和元年5月15日
（2019年）
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丸山　浩一　市長

平
成
30
年
10
月
に
西
東
京
市

子
ど
も
条
例
を
施
行
し
た
。
条

例
に
基
づ
く
取
り
組
み
や
子
育

ち
・
子
育
て
ワ
イ
ワ
イ
プ
ラ
ン

の
中
間
見
直
し
を
通
じ
、「
子

ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち　
西
東

京
市
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
た

い
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

第
２
次
総
合
計
画
・
後
期
基

本
計
画
、
分
野
別
計
画
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
引
き
続
き
、「
健

康
」
応
援
都
市
の
実
現
を
目
指

す
。
ま
た
、
新
た
な
教
育
に
関

す
る
大
綱
を
策
定
し
、い
じ
め
・

虐
待
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、

総
合
教
育
会
議
で
取
り
組
み
の

方
向
性
を
共
有
す
る
。

後
期
基
本
計
画
に
位
置
づ
け

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
エ

リ
ア
、
圏
域
設
定
の
再
構
築
に

つ
い
て
、
市
議
会
か
ら
の
貴
重

な
ご
提
言
を
十
分
に
踏
ま
え
、

次
期
総
合
計
画
も
視
野
に
取
り

組
む
。

行
財
政
改
革
の
取
組

第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱
は
、

平
成
30
年
10
月
、
第
２
次
総
合

計
画
・
後
期
基
本
計
画
の
策
定

に
合
わ
せ
た
中
間
見
直
し
の
答

申
を
受
け
た
。
本
市
の
財
政
を

取
り
巻
く
状
況
は
依
然
と
し
て

厳
し
く
、
行
財
政
改
革
の
取
り

組
み
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
総

合
計
画
と
連
動
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
財
政
面
を
踏
ま
え

た
取
り
組
み
効
果
の
把
握
に
努

め
て
い
く
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の

成
果
と
課
題
を
整
理
し
、
学
校

施
設
の
個
別
施
設
計
画
と
の
整

合
を
図
り
つ
つ
、
２
０
２
０
年

度
の
改
定
に
向
け
た
作
業
に
着

手
す
る
。
後
期
基
本
計
画
で
示

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

エ
リ
ア
、
圏
域
設
定
の
再
構
築

の
考
え
方
や
、
市
議
会
か
ら
の

ご
提
言
を
踏
ま
え
進
め
て
い
く
。

仮
庁
舎
整
備
、
保
谷
庁
舎
解

体
工
事
の
実
施
設
計
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
庁
舎
統
合
の
実
現

に
向
け
た
情
報
発
信
や
意
見
聴

取
に
努
め
、
保
谷
庁
舎
敷
地
の

活
用
等
の
検
証
を
進
め
る
。

保
谷
庁
舎
敷
地
、
田
無
庁
舎

敷
地
の
新
た
な
窓
口
体
制
の
構

築
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

官
民
連
携
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
、
危
機
管

理
体
制
の
強
化
な
ど
を
検
証
し
、

平
成
31
年
度
中
に
組
織
改
正
を

具
体
化
す
る
。

官
民
連
携
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
、
保
谷
庁
舎
敷
地
、
市

民
会
館
跡
地
へ
の
民
間
活
力
導

入
に
つ
い
て
方
針
を
決
定
す
る
。

ま
た
、
自
転
車
駐
車
場
の
管
理

運
営
方
法
に
お
け
る
官
民
連
携

の
検
討
に
活
用
す
る
。

も
っ
と
健
康
も
っ
と
元
気
に

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
開
催

回
数
を
増
や
す
な
ど
、
事
業
を

拡
充
す
る
。
泉
小
学
校
跡
地
に

開
設
予
定
の
高
齢
者
福
祉
施
設

で
在
宅
看
取
り
を
充
実
す
る
。

地
域
生
活
支
援
事
業
の
質
の

向
上
に
向
け
た
支
援
者
研
修
を

実
施
す
る
。

就
労
準
備
支
援
事
業
の
対
象

を
被
保
護
者
に
拡
大
す
る
。

市
民
交
流
施
設
の
名
称
や
予

約
方
法
等
の
統
一
を
図
る
。

東
京
２
０
２
０
大
会
に
向
け
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と

し
て
の
広
報
・
Ｐ
Ｒ
事
業
や
連

携
事
業
な
ど
気
運
醸
成
に
努
め

る
。
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
２
０
１
９

日
本
大
会
に
向
け
、
タ
グ
ラ
グ

ビ
ー
の
小
学
校
で
の
体
験
授
業

や
交
流
大
会
を
行
う
。
旧
東
町

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
代
替
施
設
の

整
備
を
検
討
す
る
。

災
害
に
強
い
快
適
な
都
市
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
進
め
よ
う

小
学
校
通
学
路
に
設
置
し
た

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
、
増
設

に
向
け
て
検
討
す
る
。

空
き
家
等
対
策
協
議
会
を
設

置
し
、
空
き
家
等
対
策
計
画
を

策
定
す
る
。

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南
口
の
市
道

104
号
線
の
歩
道
拡
幅
等
に
向
け

た
基
本
設
計
を
実
施
す
る
。

西
武
新
宿
線
の
連
続
立
体
交

差
事
業
の
都
市
計
画
決
定
の
準

備
を
進
め
、
東
伏
見
駅
周
辺
の

交
通
基
盤
等
を
検
討
す
る
。

田
無
駅
南
口
駅
前
広
場
の
用

地
買
収
等
を
実
施
す
る
。
都
市

計
画
道
路
西
３
・
４
・
11
号
線

の
事
業
認
可
の
取
得
を
目
指
す
。

無
電
柱
化
推
進
計
画
に
基
づ

く
優
先
検
討
路
線
の
基
礎
調
査

を
実
施
す
る
。
私
道
整
備
工
事

予
算
を
増
額
し
、
道
路
等
占
用

料
の
料
率
設
定
を
見
直
す
。

南
部
地
域
を
対
象
に
タ
ク
シ

ー
を
活
用
し
た
移
動
支
援
の
実

証
実
験
を
実
施
す
る
。

（
仮
称
）
泉
小
学
校
跡
地
公

園
の
整
備
工
事
を
実
施
す
る
。

集
合
住
宅
等
の
対
策
を
検
討

し
、
10
月
か
ら
資
源
物
の
戸
別

収
集
を
実
施
す
る
。

あ
な
た
と
変
え
る
い
っ
し
ょ
に

変
え
る

下
野
谷
遺
跡
の
史
跡
整
備
の

実
施
設
計
に
取
り
組
む
。

南
部
、
西
部
に
続
き
、
中
部

地
域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
取
り
組
み
、
市
民
活
動

団
体
と
の
協
働
の
基
本
方
針
の

見
直
し
を
行
う
。

「
商
店
街
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
事
業
」
へ
の
支
援
制
度
を
検

討
す
る
。
女
性
の
創
業
・
就
労

支
援
に
向
け
、
新
た
な
拠
点
整

備
に
対
す
る
支
援
を
行
う
。

市
制
施
行
20
周
年
事
業
の
検

討
に
着
手
す
る
。

次
世
代
へ
の
責
任
を
し
っ
か
り

果
た
そ
う

８
月
を
目
途
に
、
住
吉
会
館

ル
ピ
ナ
ス
に
（
仮
称
）
子
ど
も

相
談
室
を
開
設
す
る
。
認
可
保

育
所
の
開
設
準
備
な
ど
、
待
機

児
童
の
解
消
に
努
め
る
。

中
原
学
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
、

（
仮
称
）
芝
久
保
第
２
学
童
ク

ラ
ブ
の
開
設
整
備
を
進
め
る
。

放
課
後
子
供
教
室
事
業
で
学
習

活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
学
校

を
増
や
す
。

中
原
小
学
校
の
解
体
工
事
及

び
建
設
工
事
を
実
施
す
る
。
上

向
台
小
学
校
の
校
舎
改
修
工
事

を
継
続
し
、
田
無
小
学
校
の
校

舎
改
修
工
事
に
着
手
す
る
。
学

校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
設
置

の
基
礎
調
査
を
実
施
す
る
。

中
央
図
書
館
・
田
無
公
民
館

の
耐
震
改
修
工
事
に
向
け
た
基

本
設
計
を
実
施
す
る
。

住
民
票
等
自
動
交
付
機
に
つ

い
て
、
２
０
２
０
年
８
月
の
廃

止
に
向
け
て
取
り
組
む
。

７
月
に
実
施
予
定
の
参
議
院

議
員
選
挙
で
、
西
武
池
袋
線
沿

線
に
期
日
前
投
票
所
を
試
行
的

に
設
置
す
る
。
市
議
会
委
員
会

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
に
向

け
た
設
置
工
事
等
を
実
施
す
る
。

第１回定例会では、平成31年度の市長の施政方針に対して、会派ごとに質問をする「代表質問」と無
所属議員による「一般質問」が４日間にわたり行われました。
２面～７面では、市長の施政方針及び代表質問・一般質問の主な内容についてお知らせします。
◇質問の詳細は会議録に掲載します。「会議録の公開予定」は10面をご覧ください。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

質
問　
次
期
教
育
計
画
の
策
定

を
踏
ま
え
た
教
育
に
関
す
る
大

綱
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

市
長　
次
期
教
育
計
画
の
基
本

方
針
を
踏
ま
え
策
定
す
る
。
重

点
施
策
と
し
て
い
じ
め
・
虐
待

の
対
策
を
位
置
づ
け
る
。

質
問　
行
政
圏
域
、
エ
リ
ア
の

再
構
築
に
つ
い
て
、
子
育
て
支

援
、
介
護
支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
希
薄
化
等
に
よ
り
行
政
支

援
の
必
要
性
が
増
大
す
る
。
重

要
な
課
題
だ
。
市
長
の
見
解
は
。

市
長　
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
理
し
、
再

構
築
す
る
。
後
期
基
本
計
画
の

５
年
間
は
、
主
に
福
祉
分
野
や

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
理
を

行
う
。

行
財
政
改
革
の
取
組
に
つ
い
て

質
問　
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
改
定
に
つ
い
て
、
公
共

施
設
の
老
朽
化
は
多
大
な
財
政

負
担
と
な
り
大
き
な
課
題
だ
。

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

市
長　
厳
し
い
財
政
状
況
で
は

全
て
の
更
新
需
要
に
対
応
す
る

の
は
困
難
だ
。
今
後
の
方
向
性

を
総
量
抑
制
と
し
、
２
０
３
３

年
度
ま
で
に
公
共
施
設
の
保
有

量
を
10
％
削
減
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。
学
校
施
設
の

個
別
施
設
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
作
業
を
進
め
る
。

質
問　
仮
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

平
成
31
年
度
の
取
り
組
み
と
保

谷
庁
舎
機
能
の
移
転
は
。

市
長　
仮
庁
舎
、
田
無
庁
舎
及

び
東
分
庁
舎
等
へ
の
移
転
は
２

０
２
０
年
２
月
中
の
完
了
を
目

途
に
行
う
。

質
問　
仮
庁
舎
整
備
は
暫
定
的

な
対
応
で
あ
り
、
庁
舎
統
合
方

針
が
目
指
す
最
終
形
で
は
な
い
。

庁
舎
統
合
は
全
市
的
な
議
論
を

踏
ま
え
方
向
性
を
定
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

申
し
述
べ
る
。
今
後
の
取
り
組

み
は
。

市
長　
統
合
庁
舎
の
位
置
や
規

模
、
機
能
等
の
検
討
が
重
要
だ
。

市
民
へ
の
情
報
発
信
や
意
見
聴

取
な
ど
全
市
的
な
議
論
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
進
め
、
２
０

２
３
年
度
ま
で
に
位
置
を
決
定

す
る
。

平
成
31
年
度
の
主
要
な
取
組
に

つ
い
て

質
問　
泉
小
跡
地
に
整
備
す
る

高
齢
者
福
祉
施
設
に
つ
い
て
、

在
宅
看
取
り
の
視
点
を
含
め
て
、

ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
う
の
か
。

市
長　
24
時
間
365
日
の
緊
急
対

応
と
定
期
的
な
自
宅
訪
問
を
行

う
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
及
び

医
療
的
ケ
ア
付
き
ホ
ー
ム
ホ
ス

ピ
ス
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

事
業
の
開
始
時
期
は
２
０
２
０

年
秋
ご
ろ
を
目
途
に
進
め
る
。

質
問　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
確
保

に
努
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、
方

向
性
は
。

市
長　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
10
施
設

の
利
用
状
況
は
増
加
傾
向
で
あ

り
、
環
境
の
整
備
を
行
う
。

質
問　
旧
東
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
代
替
施
設
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

市
長　
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
整
備

に
つ
い
て
、
都
立
公
園
、
市
内

の
大
き
な
公
園
や
公
共
施
設
の

跡
地
活
用
等
具
体
的
に
検
討
を

進
め
る
。

災
害
に
強
い
快
適
な
都
市
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
進
め
よ
う
に
つ
い

て質
問　
（
仮
称
）
泉
小
学
校
跡

地
公
園
が
整
備
さ
れ
る
が
、
防

災
機
能
と
し
て
ど
の
よ
う
な
機

能
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

市
長　
整
備
後
は
避
難
広
場
と

し
て
指
定
を
行
う
。
か
ま
ど
ベ

ン
チ
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
な

ど
防
災
設
備
を
配
置
し
、
防
災

備
蓄
倉
庫
や
防
災
パ
ー
ゴ
ラ
を

設
置
し
、
災
害
応
急
対
策
の
充

実
を
図
り
た
い
。

質
問　
通
学
路
の
安
全
対
策
と

し
て
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

い
る
が
、
さ
ら
な
る
安
全
の
た

め
、
増
設
の
検
討
が
必
要
だ
。

財
源
確
保
の
見
通
し
は
。

教
育
長　
都
の
補
助
金
を
活
用

し
、
小
学
校
区
に
５
台
、
計
90

台
設
置
し
た
。
地
域
の
方
か
ら

は
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
加

え
、
地
域
全
体
の
防
犯
に
寄
与

し
て
い
る
と
の
声
が
あ
る
。
都

の
設
置
補
助
事
業
が
改
め
て
平

成
31
年
度
か
ら
３
年
間
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
増
設
に
向

け
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

質
問　
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南
口
駅

広
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事

が
完
了
し
た
が
、
駅
前
広
場
に

通
じ
る
市
道
104
号
線
は
歩
道
の

幅
員
が
十
分
で
は
な
く
、
改
良

す
べ
き
だ
。

市
長　
沿
道
の
状
況
な
ど
、
歩

道
幅
員
の
変
更
等
も
含
め
て
基

本
設
計
を
行
う
中
で
検
討
す
る
。

質
問　
私
道
整
備
工
事
予
算
を

増
額
す
る
と
の
こ
と
。
自
由
民

主
党
西
東
京
市
議
団
と
し
て
長

年
要
望
し
て
お
り
、
評
価
す
る
。

予
算
増
額
に
当
た
り
、
状
況
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

市
長　
整
備
工
事
は
毎
年
度
予

算
の
範
囲
内
で
順
次
工
事
を
実

施
し
て
い
る
が
、
申
請
か
ら
施

工
ま
で
は
長
い
期
間
が
か
か
っ

て
い
た
。
整
備
待
ち
の
状
況
解

消
に
向
け
進
捗
を
図
る
。

質
問　
駅
周
辺
の
公
共
性
が
高

い
私
道
に
つ
い
て
は
積
極
的
に

寄
附
を
受
け
る
べ
き
だ
。

市
長　
計
画
上
の
位
置
づ
け
の

整
理
も
必
要
で
あ
り
、
課
題
の

整
理
を
進
め
て
い
く
。

質
問　
東
伏
見
駅
周
辺
地
区
ま

ち
づ
く
り
構
想
で
は
、
都
市
計

画
道
路
西
３
・
４
・
18
号
線
の

早
期
実
現
が
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
連
続
立
体
交
差
事
業
と
と

も
に
実
現
す
べ
き
事
業
だ
。

市
長　
道
路
整
備
事
業
の
進
捗

状
況
や
市
の
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
検
討
を
進
め
る
。

質
問　
10
月
か
ら
始
ま
る
資
源

物
の
戸
別
収
集
に
つ
い
て
、
集

合
住
宅
に
対
し
て
の
周
知
は
。

市
長　
集
団
回
収
の
奨
励
、
民

間
事
業
者
と
の
契
約
に
よ
る
ア

ル
ミ
缶
回
収
の
奨
励
、
公
共
施

設
で
の
缶
の
臨
時
回
収
場
所
の

設
置
な
ど
の
検
討
を
進
め
る
。

質
問　
は
な
バ
ス
に
つ
い
て
、

乗
降
調
査
結
果
等
を
踏
ま
え
、

地
域
交
通
会
議
で
運
賃
や
ル
ー

ト
を
見
直
す
際
の
基
準
を
検
討

し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
評
価

指
標
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

市
長　
収
支
率
と
バ
ス
停
に
お

け
る
１
人
当
た
り
の
年
間
乗
降

回
数
の
２
つ
の
指
標
を
設
定
し

た
。
こ
れ
を
も
と
に
各
ル
ー
ト

の
評
価
を
行
い
、
効
果
を
検
証

す
る
。

質
問　
交
通
空
白
・
不
便
地
域

の
解
消
に
つ
い
て
検
討
経
過
は
。

市
長　
移
動
支
援
に
つ
い
て
地

域
の
皆
様
、
事
業
者
、
タ
ク
シ

ー
事
業
者
、
バ
ス
事
業
者
と
勉

強
会
を
７
回
行
い
検
討
し
て
き

た
。
早
急
に
対
応
で
き
る
か
否

か
の
観
点
か
ら
６
月
ご
ろ
か
ら

実
証
実
験
を
行
う
予
定
だ
。

あ
な
た
と
変
え
る
、
い
っ
し
ょ

に
変
え
る
に
つ
い
て

質
問　
下
野
谷
遺
跡
に
つ
い
て
、

史
跡
整
備
の
実
施
計
画
に
着
手

す
る
が
、
整
備
を
き
っ
か
け
に

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

地
域
資
源
と
し
て
の
価
値
が
高

ま
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

教
育
長　
さ
ら
な
る
活
用
の
た

め
の
整
備
内
容
を
ま
と
め
た
史

跡
下
野
谷
遺
跡
整
備
基
本
計
画

を
策
定
す
る
。
縄
文
空
間
を
体

験
で
き
る
整
備
を
進
め
、
竪
穴

式
住
居
の
復
元
な
ど
、
都
市
部

の
史
跡
整
備
の
モ
デ
ル
と
な
る

よ
う
な
遺
跡
を
目
指
す
。

質
問　
公
共
施
設
を
活
用
し
た

Ｗ
ｉ̶

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
手

段
や
今
後
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト

が
予
定
さ
れ
る
上
で
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
策
や
、
日
常
の
情
報

発
信
も
有
効
に
活
用
さ
れ
る
。

地
域
情
報
化
を
踏
ま
え
た
方
針

策
定
と
環
境
整
備
は
。

市
長　
情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス
を

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
庁

内
に
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、

地
域
情
報
化
の
観
点
か
ら
検
討

す
る
。

質
問　
女
性
の
働
き
方
サ
ポ
ー

ト
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
ハ
ン

サ
ム
・
マ
マ
フ
ェ
ス
タ
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
感
じ
る
事
業
だ
。
今

後
の
取
り
組
み
は
。

市
長　
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

９
割
以
上
の
方
か
ら
満
足
の
お

声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後

は
企
業
な
ど
へ
の
販
路
拡
大
を

支
援
し
て
い
く
。

質
問　
新
た
な
拠
点
整
備
に
対

す
る
支
援
と
は
。

市
長　
事
業
に
よ
り
構
築
さ
れ

た
女
性
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拠
点
と
な
る
施
設
を
市
内
で

開
設
す
る
事
業
者
に
整
備
費
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
だ
。

次
世
代
へ
の
責
任
を
し
っ
か
り

果
た
そ
う

質
問　
待
機
児
童
対
策
に
つ
い

て
、
市
内
の
保
育
施
設
は
着
実

に
増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
待
機
児
童
が
依
然
と
し
て
100

人
を
超
え
る
状
況
だ
。
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
と
今
後
の
見
通

し
は
。

市
長　
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

30
年
４
月
１
日
の
新
規
開
設
を

含
め
て
全
体
で
約
800
人
の
受
け

入
れ
拡
大
を
図
っ
て
き
た
。
平

成
31
年
度
は
人
口
推
計
や
保
育

の
ニ
ー
ズ
調
査
等
を
踏
ま
え
、

自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団

市
民
益
に
か
な
う

予
算
を
最
大
限
評
価
す
る

市
民
が
主
役
の
市
政
実
現
の
た
め

こ
の
道
を
全
力
で
突
き
進
め
！

酒
井
　
ご
う
一
郎

山
　
田
　
忠
　
良

中
　
川
　
清
　
志

浜
中
　
の
り
か
た

保
　
谷
　
な
お
み

稲
　
垣
　
裕
　
二

小
　
林
　
た
つ
や

遠
　
藤
　
源
太
郎

田
中
　
の
り
あ
き

詳
細
は
市
報
３
月
15
日
号
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

平
成
31
年
度
の
主
要
な
取
組

量
の
見
込
み
と
確
保
量
を
検
討

し
待
機
児
童
の
解
消
を
目
指
す
。

質
問　
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、

共
働
き
家
庭
が
増
加
し
て
お
り

定
員
を
超
過
し
て
い
る
学
童
ク

ラ
ブ
も
あ
る
。
４
月
に
中
原
学

童
ク
ラ
ブ
を
設
け
、
平
成
31
年

度
は
芝
久
保
小
学
校
内
で
の
開

設
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
が
、
整
備
状
況
は
。

市
長　
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会

希
望
者
が
増
加
し
て
お
り
、
余

裕
教
室
等
を
活
用
し
た
施
設
確

保
に
努
め
て
き
た
。
引
き
続
き

児
童
館
や
放
課
後
子
供
教
室
等

と
も
連
携
し
、
定
員
超
過
解
消

に
向
け
て
取
り
組
む
。

質
問　
学
校
体
育
館
へ
の
空
調

設
備
の
設
置
に
つ
い
て
、
自
由

民
主
党
西
東
京
市
議
団
と
し
て

も
実
現
に
向
け
取
り
組
み
を
要

望
し
て
お
り
、
小
学
校
17
校
、

中
学
校
７
校
で
基
礎
調
査
を
実

施
す
る
が
、
ひ
ば
り
が
丘
中
学

校
新
校
舎
と
設
計
中
の
中
原
小

学
校
へ
の
対
応
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

教
育
長　
ひ
ば
り
が
丘
中
学
校

の
体
育
館
に
は
ク
ー
ル
ピ
ッ
ト

方
式
を
採
用
、
中
原
小
学
校
は

建
て
替
え
工
事
の
際
に
空
調
設

備
を
設
置
す
る
。
今
後
の
方
針

と
し
て
は
、
部
活
動
利
用
や
使

用
頻
度
か
ら
中
学
校
の
設
置
を

優
先
す
る
。
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
す
る
。

質
問　
住
民
票
等
自
動
交
付
機

の
廃
止
の
方
針
が
示
さ
れ
た
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
り

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

取
得
が
可
能
に
な
っ
た
と
は
い

え
、
現
状
の
交
付
率
を
考
え
る

と
廃
止
時
期
は
再
考
す
べ
き
だ
。

市
長　
本
市
は
自
動
交
付
機
の

利
用
率
が
高
い
こ
と
か
ら
８
月

末
に
廃
止
を
予
定
し
て
い
た
時

期
を
１
年
延
期
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
と
自

動
交
付
機
の
廃
止
の
周
知
に
徹

底
し
て
取
り
組
む
。

質
問　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
気
運
醸

成
の
た
め
に
も
障
が
い
者
ス
ポ

ー
ツ
の
充
実
は
欠
か
せ
な
い
。

今
後
の
事
業
予
定
は
。

市
長　
平
成
30
年
12
月
に
オ
ラ

ン
ダ
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
る

こ
と
が
決
定
し
た
こ
と
か
ら
広

報
・
Ｐ
Ｒ
事
業
に
努
め
、
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
啓
発
や

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ア
ン
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な

ど
気
運
醸
成
に
努
め
る
。

質
問　
雨
水
溢
水
対
策
に
つ
い

て
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
道
路

冠
水
な
ど
市
民
生
活
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
整
備

の
考
え
方
は
。

市
長　
市
内
の
溢
水
箇
所
は
68

カ
所
だ
が
、
対
策
済
み
の
箇
所

は
26
カ
所
と
な
っ
た
。
緊
急
性

等
を
検
討
し
、
順
次
整
備
す
る
。

質
問　
学
校
飼
育
動
物
の
位
置

づ
け
を
人
権
教
育
の
推
進
、
生

命
尊
重
教
育
の
推
進
に
よ
り
広

い
視
点
で
捉
え
る
べ
き
だ
。

教
育
長　
東
京
都
獣
医
師
会
と

連
携
し
、
す
ぐ
れ
た
実
践
事
例

の
提
供
や
実
態
に
応
じ
た
指
導

・
助
言
を
行
っ
て
い
く
。

質
問　
サ
マ
ー
子
ど
も
教
室
事

業
、
児
童
館
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
事

業
に
つ
い
て
、
試
行
期
間
を
１

年
延
長
し
、
子
育
ち
・
子
育
て

ワ
イ
ワ
イ
プ
ラ
ン
の
中
間
見
直

し
の
中
で
ど
の
よ
う
に
実
施
す

る
の
か
。

市
長　
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、

サ
マ
ー
子
ど
も
教
室
で
は
社
会

教
育
課
や
学
校
施
設
開
放
運
営

協
議
会
と
連
携
し
、
学
童
児
童

も
参
加
で
き
る
よ
う
教
室
形
式

で
実
施
す
る
こ
と
、
児
童
館
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
で
は
よ
り
多
く
の

児
童
館
で
実
施
で
き
な
い
か
等

検
討
す
る
。

質
問　
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
、

包
括
的
、
横
断
的
な
支
援
を
通

じ
て
妊
産
婦
や
乳
幼
児
等
の
生

活
の
質
の
改
善
や
向
上
、
良
好

な
子
育
て
環
境
の
実
現
・
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

市
長　
市
の
常
勤
保
健
師
、
助

産
師
の
資
格
を
持
つ
母
子
保
健

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し

専
門
性
の
高
い
業
務
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
連

携
を
図
り
包
括
的
な
体
制
の
整

備
を
行
う
。

市長の施政方針の概要、代表質問（１）

市
長
の
施
政
方
針
の
概
要

は  

じ  

め  

に

代表質問・一般質問の要旨
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竪穴住居の骨格復元等がある
下野谷遺跡公園

子育てしながら起業する
女性たちによる出店イベント
「ハンサム・ママフェスタ」

過去の応募写真

　かわいいお孫さんの写真や、風景写
真など、あなたのベストショットをぜ
ひお送りください。

送　付　先
問い合わせ

写真
募集中

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

質
問　
次
期
教
育
計
画
の
策
定

を
踏
ま
え
た
教
育
に
関
す
る
大

綱
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

市
長　
次
期
教
育
計
画
の
基
本

方
針
を
踏
ま
え
策
定
す
る
。
重

点
施
策
と
し
て
い
じ
め
・
虐
待

の
対
策
を
位
置
づ
け
る
。

質
問　
行
政
圏
域
、
エ
リ
ア
の

再
構
築
に
つ
い
て
、
子
育
て
支

援
、
介
護
支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
希
薄
化
等
に
よ
り
行
政
支

援
の
必
要
性
が
増
大
す
る
。
重

要
な
課
題
だ
。
市
長
の
見
解
は
。

市
長　
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
理
し
、
再

構
築
す
る
。
後
期
基
本
計
画
の

５
年
間
は
、
主
に
福
祉
分
野
や

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
理
を

行
う
。

行
財
政
改
革
の
取
組
に
つ
い
て

質
問　
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
改
定
に
つ
い
て
、
公
共

施
設
の
老
朽
化
は
多
大
な
財
政

負
担
と
な
り
大
き
な
課
題
だ
。

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

市
長　
厳
し
い
財
政
状
況
で
は

全
て
の
更
新
需
要
に
対
応
す
る

の
は
困
難
だ
。
今
後
の
方
向
性

を
総
量
抑
制
と
し
、
２
０
３
３

年
度
ま
で
に
公
共
施
設
の
保
有

量
を
10
％
削
減
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。
学
校
施
設
の

個
別
施
設
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
作
業
を
進
め
る
。

質
問　
仮
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

平
成
31
年
度
の
取
り
組
み
と
保

谷
庁
舎
機
能
の
移
転
は
。

市
長　
仮
庁
舎
、
田
無
庁
舎
及

び
東
分
庁
舎
等
へ
の
移
転
は
２

０
２
０
年
２
月
中
の
完
了
を
目

途
に
行
う
。

質
問　
仮
庁
舎
整
備
は
暫
定
的

な
対
応
で
あ
り
、
庁
舎
統
合
方

針
が
目
指
す
最
終
形
で
は
な
い
。

庁
舎
統
合
は
全
市
的
な
議
論
を

踏
ま
え
方
向
性
を
定
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

申
し
述
べ
る
。
今
後
の
取
り
組

み
は
。

市
長　
統
合
庁
舎
の
位
置
や
規

模
、
機
能
等
の
検
討
が
重
要
だ
。

市
民
へ
の
情
報
発
信
や
意
見
聴

取
な
ど
全
市
的
な
議
論
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
進
め
、
２
０

２
３
年
度
ま
で
に
位
置
を
決
定

す
る
。

平
成
31
年
度
の
主
要
な
取
組
に

つ
い
て

質
問　
泉
小
跡
地
に
整
備
す
る

高
齢
者
福
祉
施
設
に
つ
い
て
、

在
宅
看
取
り
の
視
点
を
含
め
て
、

ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
う
の
か
。

市
長　
24
時
間
365
日
の
緊
急
対

応
と
定
期
的
な
自
宅
訪
問
を
行

う
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
及
び

医
療
的
ケ
ア
付
き
ホ
ー
ム
ホ
ス

ピ
ス
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

事
業
の
開
始
時
期
は
２
０
２
０

年
秋
ご
ろ
を
目
途
に
進
め
る
。

質
問　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
確
保

に
努
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、
方

向
性
は
。

市
長　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
10
施
設

の
利
用
状
況
は
増
加
傾
向
で
あ

り
、
環
境
の
整
備
を
行
う
。

質
問　
旧
東
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
代
替
施
設
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

市
長　
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
整
備

に
つ
い
て
、
都
立
公
園
、
市
内

の
大
き
な
公
園
や
公
共
施
設
の

跡
地
活
用
等
具
体
的
に
検
討
を

進
め
る
。

災
害
に
強
い
快
適
な
都
市
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
進
め
よ
う
に
つ
い

て質
問　
（
仮
称
）
泉
小
学
校
跡

地
公
園
が
整
備
さ
れ
る
が
、
防

災
機
能
と
し
て
ど
の
よ
う
な
機

能
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

市
長　
整
備
後
は
避
難
広
場
と

し
て
指
定
を
行
う
。
か
ま
ど
ベ

ン
チ
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
な

ど
防
災
設
備
を
配
置
し
、
防
災

備
蓄
倉
庫
や
防
災
パ
ー
ゴ
ラ
を

設
置
し
、
災
害
応
急
対
策
の
充

実
を
図
り
た
い
。

質
問　
通
学
路
の
安
全
対
策
と

し
て
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

い
る
が
、
さ
ら
な
る
安
全
の
た

め
、
増
設
の
検
討
が
必
要
だ
。

財
源
確
保
の
見
通
し
は
。

教
育
長　
都
の
補
助
金
を
活
用

し
、
小
学
校
区
に
５
台
、
計
90

台
設
置
し
た
。
地
域
の
方
か
ら

は
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
加

え
、
地
域
全
体
の
防
犯
に
寄
与

し
て
い
る
と
の
声
が
あ
る
。
都

の
設
置
補
助
事
業
が
改
め
て
平

成
31
年
度
か
ら
３
年
間
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
増
設
に
向

け
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

質
問　
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南
口
駅

広
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事

が
完
了
し
た
が
、
駅
前
広
場
に

通
じ
る
市
道
104
号
線
は
歩
道
の

幅
員
が
十
分
で
は
な
く
、
改
良

す
べ
き
だ
。

市
長　
沿
道
の
状
況
な
ど
、
歩

道
幅
員
の
変
更
等
も
含
め
て
基

本
設
計
を
行
う
中
で
検
討
す
る
。

質
問　
私
道
整
備
工
事
予
算
を

増
額
す
る
と
の
こ
と
。
自
由
民

主
党
西
東
京
市
議
団
と
し
て
長

年
要
望
し
て
お
り
、
評
価
す
る
。

予
算
増
額
に
当
た
り
、
状
況
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

市
長　
整
備
工
事
は
毎
年
度
予

算
の
範
囲
内
で
順
次
工
事
を
実

施
し
て
い
る
が
、
申
請
か
ら
施

工
ま
で
は
長
い
期
間
が
か
か
っ

て
い
た
。
整
備
待
ち
の
状
況
解

消
に
向
け
進
捗
を
図
る
。

質
問　
駅
周
辺
の
公
共
性
が
高

い
私
道
に
つ
い
て
は
積
極
的
に

寄
附
を
受
け
る
べ
き
だ
。

市
長　
計
画
上
の
位
置
づ
け
の

整
理
も
必
要
で
あ
り
、
課
題
の

整
理
を
進
め
て
い
く
。

質
問　
東
伏
見
駅
周
辺
地
区
ま

ち
づ
く
り
構
想
で
は
、
都
市
計

画
道
路
西
３
・
４
・
18
号
線
の

早
期
実
現
が
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
連
続
立
体
交
差
事
業
と
と

も
に
実
現
す
べ
き
事
業
だ
。

市
長　
道
路
整
備
事
業
の
進
捗

状
況
や
市
の
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
検
討
を
進
め
る
。

質
問　
10
月
か
ら
始
ま
る
資
源

物
の
戸
別
収
集
に
つ
い
て
、
集

合
住
宅
に
対
し
て
の
周
知
は
。

市
長　
集
団
回
収
の
奨
励
、
民

間
事
業
者
と
の
契
約
に
よ
る
ア

ル
ミ
缶
回
収
の
奨
励
、
公
共
施

設
で
の
缶
の
臨
時
回
収
場
所
の

設
置
な
ど
の
検
討
を
進
め
る
。

質
問　
は
な
バ
ス
に
つ
い
て
、

乗
降
調
査
結
果
等
を
踏
ま
え
、

地
域
交
通
会
議
で
運
賃
や
ル
ー

ト
を
見
直
す
際
の
基
準
を
検
討

し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
評
価

指
標
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

市
長　
収
支
率
と
バ
ス
停
に
お

け
る
１
人
当
た
り
の
年
間
乗
降

回
数
の
２
つ
の
指
標
を
設
定
し

た
。
こ
れ
を
も
と
に
各
ル
ー
ト

の
評
価
を
行
い
、
効
果
を
検
証

す
る
。

質
問　
交
通
空
白
・
不
便
地
域

の
解
消
に
つ
い
て
検
討
経
過
は
。

市
長　
移
動
支
援
に
つ
い
て
地

域
の
皆
様
、
事
業
者
、
タ
ク
シ

ー
事
業
者
、
バ
ス
事
業
者
と
勉

強
会
を
７
回
行
い
検
討
し
て
き

た
。
早
急
に
対
応
で
き
る
か
否

か
の
観
点
か
ら
６
月
ご
ろ
か
ら

実
証
実
験
を
行
う
予
定
だ
。

あ
な
た
と
変
え
る
、
い
っ
し
ょ

に
変
え
る
に
つ
い
て

質
問　
下
野
谷
遺
跡
に
つ
い
て
、

史
跡
整
備
の
実
施
計
画
に
着
手

す
る
が
、
整
備
を
き
っ
か
け
に

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

地
域
資
源
と
し
て
の
価
値
が
高

ま
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

教
育
長　
さ
ら
な
る
活
用
の
た

め
の
整
備
内
容
を
ま
と
め
た
史

跡
下
野
谷
遺
跡
整
備
基
本
計
画

を
策
定
す
る
。
縄
文
空
間
を
体

験
で
き
る
整
備
を
進
め
、
竪
穴

式
住
居
の
復
元
な
ど
、
都
市
部

の
史
跡
整
備
の
モ
デ
ル
と
な
る

よ
う
な
遺
跡
を
目
指
す
。

質
問　
公
共
施
設
を
活
用
し
た

Ｗ
ｉ̶

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
手

段
や
今
後
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト

が
予
定
さ
れ
る
上
で
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
策
や
、
日
常
の
情
報

発
信
も
有
効
に
活
用
さ
れ
る
。

地
域
情
報
化
を
踏
ま
え
た
方
針

策
定
と
環
境
整
備
は
。

市
長　
情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス
を

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
庁

内
に
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、

地
域
情
報
化
の
観
点
か
ら
検
討

す
る
。

質
問　
女
性
の
働
き
方
サ
ポ
ー

ト
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
ハ
ン

サ
ム
・
マ
マ
フ
ェ
ス
タ
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
感
じ
る
事
業
だ
。
今

後
の
取
り
組
み
は
。

市
長　
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

９
割
以
上
の
方
か
ら
満
足
の
お

声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後

は
企
業
な
ど
へ
の
販
路
拡
大
を

支
援
し
て
い
く
。

質
問　
新
た
な
拠
点
整
備
に
対

す
る
支
援
と
は
。

市
長　
事
業
に
よ
り
構
築
さ
れ

た
女
性
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拠
点
と
な
る
施
設
を
市
内
で

開
設
す
る
事
業
者
に
整
備
費
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
だ
。

次
世
代
へ
の
責
任
を
し
っ
か
り

果
た
そ
う

質
問　
待
機
児
童
対
策
に
つ
い

て
、
市
内
の
保
育
施
設
は
着
実

に
増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
待
機
児
童
が
依
然
と
し
て
100

人
を
超
え
る
状
況
だ
。
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
と
今
後
の
見
通

し
は
。

市
長　
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

30
年
４
月
１
日
の
新
規
開
設
を

含
め
て
全
体
で
約
800
人
の
受
け

入
れ
拡
大
を
図
っ
て
き
た
。
平

成
31
年
度
は
人
口
推
計
や
保
育

の
ニ
ー
ズ
調
査
等
を
踏
ま
え
、

量
の
見
込
み
と
確
保
量
を
検
討

し
待
機
児
童
の
解
消
を
目
指
す
。

質
問　
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、

共
働
き
家
庭
が
増
加
し
て
お
り

定
員
を
超
過
し
て
い
る
学
童
ク

ラ
ブ
も
あ
る
。
４
月
に
中
原
学

童
ク
ラ
ブ
を
設
け
、
平
成
31
年

度
は
芝
久
保
小
学
校
内
で
の
開

設
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
が
、
整
備
状
況
は
。

市
長　
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会

希
望
者
が
増
加
し
て
お
り
、
余

裕
教
室
等
を
活
用
し
た
施
設
確

保
に
努
め
て
き
た
。
引
き
続
き

児
童
館
や
放
課
後
子
供
教
室
等

と
も
連
携
し
、
定
員
超
過
解
消

に
向
け
て
取
り
組
む
。

質
問　
学
校
体
育
館
へ
の
空
調

設
備
の
設
置
に
つ
い
て
、
自
由

民
主
党
西
東
京
市
議
団
と
し
て

も
実
現
に
向
け
取
り
組
み
を
要

望
し
て
お
り
、
小
学
校
17
校
、

中
学
校
７
校
で
基
礎
調
査
を
実

施
す
る
が
、
ひ
ば
り
が
丘
中
学

校
新
校
舎
と
設
計
中
の
中
原
小

学
校
へ
の
対
応
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

教
育
長　
ひ
ば
り
が
丘
中
学
校

の
体
育
館
に
は
ク
ー
ル
ピ
ッ
ト

方
式
を
採
用
、
中
原
小
学
校
は

建
て
替
え
工
事
の
際
に
空
調
設

備
を
設
置
す
る
。
今
後
の
方
針

と
し
て
は
、
部
活
動
利
用
や
使

用
頻
度
か
ら
中
学
校
の
設
置
を

優
先
す
る
。
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
す
る
。

質
問　
住
民
票
等
自
動
交
付
機

の
廃
止
の
方
針
が
示
さ
れ
た
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
り

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

取
得
が
可
能
に
な
っ
た
と
は
い

え
、
現
状
の
交
付
率
を
考
え
る

と
廃
止
時
期
は
再
考
す
べ
き
だ
。

市
長　
本
市
は
自
動
交
付
機
の

利
用
率
が
高
い
こ
と
か
ら
８
月

末
に
廃
止
を
予
定
し
て
い
た
時

期
を
１
年
延
期
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
と
自

動
交
付
機
の
廃
止
の
周
知
に
徹

底
し
て
取
り
組
む
。

質
問　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
気
運
醸

成
の
た
め
に
も
障
が
い
者
ス
ポ

ー
ツ
の
充
実
は
欠
か
せ
な
い
。

今
後
の
事
業
予
定
は
。

市
長　
平
成
30
年
12
月
に
オ
ラ

ン
ダ
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
る

こ
と
が
決
定
し
た
こ
と
か
ら
広

報
・
Ｐ
Ｒ
事
業
に
努
め
、
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
啓
発
や

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ア
ン
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な

ど
気
運
醸
成
に
努
め
る
。

質
問　
雨
水
溢
水
対
策
に
つ
い

て
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
道
路

冠
水
な
ど
市
民
生
活
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
整
備

の
考
え
方
は
。

市
長　
市
内
の
溢
水
箇
所
は
68

カ
所
だ
が
、
対
策
済
み
の
箇
所

は
26
カ
所
と
な
っ
た
。
緊
急
性

等
を
検
討
し
、
順
次
整
備
す
る
。

質
問　
学
校
飼
育
動
物
の
位
置

づ
け
を
人
権
教
育
の
推
進
、
生

命
尊
重
教
育
の
推
進
に
よ
り
広

い
視
点
で
捉
え
る
べ
き
だ
。

教
育
長　
東
京
都
獣
医
師
会
と

連
携
し
、
す
ぐ
れ
た
実
践
事
例

の
提
供
や
実
態
に
応
じ
た
指
導

・
助
言
を
行
っ
て
い
く
。

質
問　
サ
マ
ー
子
ど
も
教
室
事

業
、
児
童
館
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
事

業
に
つ
い
て
、
試
行
期
間
を
１

年
延
長
し
、
子
育
ち
・
子
育
て

ワ
イ
ワ
イ
プ
ラ
ン
の
中
間
見
直

し
の
中
で
ど
の
よ
う
に
実
施
す

る
の
か
。

市
長　
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、

サ
マ
ー
子
ど
も
教
室
で
は
社
会

教
育
課
や
学
校
施
設
開
放
運
営

協
議
会
と
連
携
し
、
学
童
児
童

も
参
加
で
き
る
よ
う
教
室
形
式

で
実
施
す
る
こ
と
、
児
童
館
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
で
は
よ
り
多
く
の

児
童
館
で
実
施
で
き
な
い
か
等

検
討
す
る
。

質
問　
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
、

包
括
的
、
横
断
的
な
支
援
を
通

じ
て
妊
産
婦
や
乳
幼
児
等
の
生

活
の
質
の
改
善
や
向
上
、
良
好

な
子
育
て
環
境
の
実
現
・
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

市
長　
市
の
常
勤
保
健
師
、
助

産
師
の
資
格
を
持
つ
母
子
保
健

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し

専
門
性
の
高
い
業
務
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
連

携
を
図
り
包
括
的
な
体
制
の
整

備
を
行
う
。
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フレイルサポーターによるミニ講座

2019・2020年度版暮らしの便利帳
防災マップ付き

市議会では、当市の先進的、独自性のある各種事業について、毎年、全国の多
くの地方議会議員の方々による行政視察を受け入れています。
平成30年度は、下表のとおり合計９団体を受け入れました。

４月25日 東京都 日 野 市 寄附ベンチについて
５月９日 福井県 越 前 市 西東京放課後子どもカフェについて
６月１日 東京都 武蔵野市 本会議場の音響設備について
７月９日 兵庫県 宝 塚 市 フレイル予防について
７月24日 愛知県 半 田 市 ごみ減量に関する事業について
８月７日 三重県 鈴 鹿 市 フレイル予防について
８月15日 東京都 立 川 市 中学校給食について
２月７日 長崎県 諫 早 市 在宅療養介護連携支援について
２月７日 福井県 鯖 江 市 フレイル予防について

月　日 都道府県 市区町村 視　 察　 目　 的

質
問　
二
元
代
表
制
の
地
方
議

会
で
は
そ
も
そ
も
与
党
、
野
党

は
存
在
せ
ず
、
今
後
も
公
明
党

は
是
々
非
々
で
臨
む
。
市
長
は

各
会
派
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合

う
の
か
。

市
長　
引
き
続
き
議
会
と
緊
張

感
の
中
に
も
信
頼
関
係
を
築
き

な
が
ら
、
市
の
発
展
の
た
め
市

民
の
た
め
の
市
政
を
進
め
る
。

質
問　
第
２
期
文
化
芸
術
振
興

計
画
で
は
、年
齢・障
害
の
有
無
、

経
済
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
等

し
く
文
化
芸
術
が
鑑
賞
で
き
る

環
境
整
備
や
文
化
芸
術
教
育
の

重
要
性
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

れ
る
の
か
。
ま
た
、
パ
ラ
ア
ー

ト
を
引
き
続
き
推
進
す
べ
き
で

あ
る
。

市
長　
法
の
改
正
趣
旨
を
踏
ま

え
、
文
化
芸
術
を
通
じ
た
心
身

の
健
康
、
地
域
へ
の
愛
着
、
共

生
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む
。

パ
ラ
ア
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
制

作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
展
覧
会
を

実
施
し
た
。
引
き
続
き
取
り
組

み
を
進
め
る
。

質
問　
市
民
交
流
施
設
、
文
化

施
設
の
あ
り
方
は
、
施
設
の
有

効
利
用
の
観
点
か
ら
目
的
外
使

用
が
で
き
る
よ
う
所
管
横
断
的

に
横
串
を
刺
し
て
有
効
活
用
が

進
め
ば
、
文
化
芸
術
活
動
の
練

習
場
所
等
も
著
し
く
改
善
さ
れ

る
。

市
長　
施
設
の
低
稼
働
や
老
朽

化
の
課
題
、
他
の
類
似
施
設
の

有
無
や
稼
働
状
況
等
を
総
合
的

に
勘
案
し
な
が
ら
、
あ
り
方
を

取
り
ま
と
め
る
。

質
問　
防
災
対
策
と
し
て
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
、
避
難

所
運
営
協
議
会
の
強
化
、
防
災

ガ
イ
ド
＆
マ
ッ
プ
を
暮
ら
し
の

便
利
帳
に
集
約
す
る
提
案
を
行

っ
て
き
た
。

市
長　
中
原
小
及
び
（
仮
称
）

泉
小
跡
地
公
園
に
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
を
整
備
す
る
。
避
難
所

運
営
協
議
会
へ
の
支
援
は
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
企
画
提
案
事
業
を
活
用

し
、
市
民
団
体
と
協
働
で
地
域

防
災
力
の
向
上
や
避
難
所
運
営

体
制
の
充
実
に
努
め
る
。
ま
た
、

防
災
ガ
イ
ド
の
情
報
は
、
暮
ら

し
の
便
利
帳
の
内
容
を
拡
充
し

３
月
下
旬
に
発
行
す
る
。

質
問　
平
成
30
年
に
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
拡
大
を
求
め
る
５
万
人

の
署
名
を
市
長
・
都
知
事
に
提

出
し
、
都
の
助
成
が
決
定
し
た
。

市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
求
め

る
。

教
育
長　
必
要
箇
所
の
検
討
を

行
い
、
２
０
２
０
年
度
以
降
増

設
に
向
け
て
検
討
を
進
め
る
。

市
長　
老
朽
化
し
た
公
園
の
更

新
の
際
、
見
通
し
の
悪
い
公
園

等
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
検

討
す
る
。（
仮
称
）
泉
小
跡
地

公
園
に
は
設
置
す
る
予
定
。

質
問　
公
明
党
の
予
算
要
望
の

と
お
り
、
私
道
の
舗
装
整
備
の

予
算
が
倍
増
さ
れ
た
。
私
道
整

備
の
受
益
者
負
担
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
寄
附

要
件
も
緩
和
す
べ
き
で
あ
る
。

市
長　
他
自
治
体
の
取
り
組
み

を
調
査
し
、
検
討
す
る
。

質
問　
幼
児
教
育
無
償
化
の
国

制
度
か
ら
外
れ
る
幼
稚
園
類
似

施
設
は
、
市
内
に
３
施
設
あ
る
。

都
議
会
公
明
党
と
の
連
携
に
よ

り
都
独
自
の
補
助
が
決
ま
っ
た

が
、
市
と
し
て
実
施
す
る
の
か
。

市
長　
都
の
制
度
を
確
認
し
、

準
備
す
る
。

質
問　
公
明
党
は
学
校
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い

て
、
平
成
26
年
か
ら
要
望
を
行

っ
て
き
た
。
中
学
校
が
優
先
と

の
こ
と
だ
が
、
小
学
校
で
も
、

ス
ポ
ッ
ト
バ
ズ
ー
カ
等
の
超
大

型
冷
風
機
を
検
討
す
る
べ
き
だ
。

教
育
長　
各
種
調
査
の
中
で
ス

ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
を
含
め
た
機

器
も
検
討
す
る
。
新
ひ
ば
り
が

丘
中
に
は
ク
ー
ル
ピ
ッ
ト
方
式

を
採
用
、
中
原
小
は
建
て
替
え

の
際
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
。

質
問　
障
害
者
福
祉
施
設
は
今

後
さ
ら
な
る
拡
充
が
必
要
で
あ

り
、
施
設
の
配
置
バ
ラ
ン
ス
に

も
課
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
は
拡
充
が

進
ん
だ
が
、
生
活
介
護
や
就
労

継
続
支
援
事
業
等
が
不
足
し
て

い
る
。
配
置
に
つ
い
て
も
市
域

中
心
に
多
く
、
今
後
は
市
全
域

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
整
備

が
課
題
。

質
問　
都
市
計
画
道
路
３･

４･

21
号
線
開
通
に
伴
う
小
学
校
通

学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、

信
号
機
の
設
置
や
交
通
擁
護
員

の
増
員
を
求
め
て
き
た
。

教
育
長　
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口

の
信
号
機
設
置
を
要
望
し
、
警

察
が
現
地
調
査
を
行
う
。
交
通

擁
護
員
の
配
置
は
調
整
す
る
。

意
見　
調
査
の
際
に
は
保
護

者
・
地
域
の
方
が
立
ち
会
え
る

よ
う
求
め
る
。

質
問　
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
は
、

厚
労
大
臣
や
公
明
党
山
口
代
表

も
視
察
す
る
ほ
ど
全
国
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
る
。
市
内
全
域
に

広
げ
、
地
域
や
社
会
と
つ
な
が

る
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
。

市
長　
健
康
や
地
域
に
無
関
心

な
方
を
ど
う
つ
な
げ
る
か
が
課

題
。

部
長　
出
前
講
座
や
ミ
ニ
講
座
、

自
主
運
営
の
取
り
組
み
等
、
本

市
独
自
の
取
り
組
み
で
さ
ら
に

推
進
し
て
い
く
。

質
問　
障
が
い
者
の
地
域
支
援

事
業
は
た
び
た
び
拡
大
し
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
求
め
て
き
た
移

動
支
援
の
繰
り
越
し
範
囲
拡
大

の
今
後
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

市
長　
移
動
支
援
の
繰
り
越
し

範
囲
の
拡
大
は
、
外
出
支
援
に

よ
り
障
が
い
者
の
社
会
参
加
の

促
進
、
生
活
範
囲
の
拡
大
に
つ

な
が
る
た
め
、
制
度
改
正
の
伴

わ
な
い
運
用
の
中
で
準
備
す
る
。

質
問　
医
療
機
関
の
病
床
数
や

介
護
施
設
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

自
宅
で
の
看
取
り
を
希
望
す
る

方
や
家
族
へ
の
支
援
は
、
最
重

要
課
題
で
あ
る
。
泉
小
跡
地
に

２
０
２
０
年
開
設
予
定
の
高
齢

者
福
祉
施
設
が
看
取
り
体
制
に

果
た
す
具
体
的
役
割
を
問
う
。

市
長  

必
須
事
業
は
①
24
時
間

365
日
の
緊
急
対
応
と
定
期
的
に

自
宅
訪
問
す
る
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
、②
が
ん
の
終
末
期
等
、

人
生
の
最
終
段
階
に
お
い
て
自

宅
の
よ
う
に
過
ご
せ
る
医
療
的

ケ
ア
付
き
ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
の

整
備
を
予
定
。
市
内
に
お
け
る

在
宅
で
の
看
取
り
体
制
整
備
の

一
翼
を
担
っ
て
も
ら
う
。

質
問　
抗
が
ん
剤
治
療
や
手
術

の
影
響
で
、
脱
毛
等
外
見
が
著

し
く
変
化
し
た
場
合
、
高
額
な

ウ
イ
ッ
グ
や
補
正
下
着
等
が
必

要
と
な
る
。
人
と
の
交
流
や
就

労
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
購
入

費
の
助
成
制
度
を
求
め
る
。

市
長  

支
援
の
内
容
や
手
法
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が

望
ま
し
い
の
か
検
証
す
る
。

質
問　
南
町
、
柳
沢
周
辺
の
交

通
不
便
地
域
を
早
期
に
解
消
せ

よ
。
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
実

証
実
験
が
行
わ
れ
る
が
、
田
無

駅
北
口
で
の
乗
降
や
金
額
を
安

く
で
き
な
い
か
。

市
長　
田
無
駅
北
口
へ
の
乗
降

場
所
の
設
置
は
難
し
い
。
で
き

る
限
り
駅
周
辺
で
乗
降
で
き
る

よ
う
市
役
所
通
り
に
設
置
し
た
。

料
金
は
タ
ク
シ
ー
料
金
を
も
と

に
公
費
負
担
の
状
況
を
考
慮
し

300
円
と
設
定
し
た
。
実
証
実
験

の
結
果
、
持
続
可
能
な
移
動
手

段
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

質
問　
全
て
の
新
生
児
に
聴
覚

検
査
を
実
施
せ
よ
。

市
長　
新
生
児
の
聞
こ
え
の
問

題
に
対
し
、
早
期
養
育
を
図
る

こ
と
で
音
声
言
語
発
達
等
へ
の

影
響
が
抑
え
ら
れ
る
。
新
生
児

聴
覚
検
査
受
診
券
を
母
子
手
帳

と
同
時
に
交
付
し
、
生
後
50
日

ま
で
に
実
施
す
る
本
検
査
の
初

回
分
に
の
み
３
千
円
を
公
費
で

負
担
す
る
。

西
東
京
市
議
会
公
明
党

フ
レ
イ
ル
予
防
、
障
が
い
者
支
援

防
犯
カ
メ
ラ
、
体
育
館
エ
ア
コ
ン

数
々
の
政
策
を
前
に
進
め
ま
す
！

佐
　
藤
　
公
　
男

田
　
代
　
伸
　
之

大
　
林
　
光
　
昭

藤
　
田
　
美
智
子

小
　
幡
　
勝
　
己

議会 NEWS ①
採択された陳情への市の対応

保健福祉審議会の答申を踏まえ、利用者の安全性を担保しつつ、
従業者の確保を含めた移動支援事業の安定性及び継続性を向上させ
る取り組みを総合的に検討する必要があります。

移動支援事業の利便性を高めるための具体的な取り組みについて
検討してまいります。

障害者への「移動支援」サービスの提供を行う事業者を増やし、
同サービスを利用しやすくするために利用者の意見を反映させた運
用ルールの改善を求めるもの。

件　　名
採択年月

陳情事項

検討結果

理　　由

市議会で採択された請願・陳情については、市長や教育長に送付され、その
後の検討経過を市議会に報告することとなっています。
ここでは平成30年に採択された３件の請願・陳情のうち、結果等を請求する

ことに決した１件について市からの報告をお知らせします。

平成30年12月５日
障害者の「移動支援」サービスの内容の改善に関する陳情

＊

＊

＊

代表質問（3）、議会NEWS ①・②

議会 NEWS ②
視察受け入れ状況を報告します

令和元年5月15日　 発行 第83号 （4）

西東京市
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通学路に設置されている防犯カメラ

ポケット労働法

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団

消
費
税
増
税
で
暮
ら
し
は
大
変

有
料
化
・
値
上
げ
計
画
は
撤
回
を

藤　
岡　
智　
明

中　
村　
す
ぐ
る

大　
竹　
あ
つ
子

保　
谷　
清　
子

森　
　
し
ん
い
ち

佐　
藤　
大　
介

坂
井　
か
ず
ひ
こ

立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
平
成
31
年
度
施
政
方
針
」
市
民

へ
対
す
る
市
長
の
思
い
を
問
う

市
長
の
政
治
姿
勢

質
問　
消
費
税
10
％
増
税
と
市

民
生
活
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

答
弁　
持
続
可
能
な
社
会
保
障

制
度
を
構
築
す
る
た
め
、
引
き

上
げ
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

意
見　
大
企
業
や
富
裕
層
に
応

分
の
負
担
を
求
め
れ
ば
、
増
税

分
の
財
源
は
確
保
で
き
る
。

質
問　
沖
縄
の
県
民
投
票
結
果

に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

答
弁　
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の

平
和
と
安
定
に
向
け
、
日
米
の

信
頼
関
係
は
重
要
。
県
民
投
票

は
他
自
治
体
の
結
果
で
あ
り
、

本
市
の
見
解
は
差
し
控
え
る
。

意
見　
東
京
に
は
横
田
基
地
が

あ
り
、
投
票
結
果
は
都
民
も
共

有
す
べ
き
だ
。

行
財
政
改
革
の
取
組

質
問　
行
財
政
改
革
大
綱
中
間

見
直
し
と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
、
見
え
る
化
を
図
る

と
あ
る
が
具
体
的
な
内
容
は
。

答
弁　
さ
ら
な
る
財
政
効
果
を

生
み
出
す
た
め
、
取
り
組
み
の

進
捗
状
況
や
財
政
効
果
額
を
可

能
な
限
り
見
え
る
化
す
る
。

質
問　
受
益
者
負
担
の
適
正
化

と
し
て
使
用
料
未
徴
収
施
設
の

使
用
料
、
田
無
庁
舎
・
田
無
公

民
館
・
中
央
図
書
館
の
駐
輪
場

有
料
化
、
国
民
健
康
保
険
の
財

政
健
全
化
計
画
策
定
や
対
策
型

５
が
ん
検
診
の
利
用
者
負
担
の

考
え
方
を
問
う
。

答
弁　
使
用
料
の
受
益
者
負
担

は
基
本
方
針
の
見
直
し
の
上
、

未
徴
収
施
設
を
含
め
て
検
証
・

検
討
を
進
め
る
。
国
保
に
つ
い

て
は
、
法
定
外
繰
り
入
れ
の
解

消
・
削
減
に
向
け
て
収
納
率
の

向
上
、
適
正
な
保
険
料
率
の
設

定
等
、
赤
字
削
減
の
目
標
年
次

や
年
次
ご
と
の
数
値
目
標
を
設

定
す
る
。
が
ん
検
診
に
つ
い
て

は
新
た
な
検
診
方
法
の
導
入
や

コ
ス
ト
を
勘
案
し
て
取
り
組
む
。

意
見　
財
政
が
厳
し
い
か
ら
行

革
だ
、
施
策
充
実
の
た
め
の
行

革
だ
、
何
か
ら
何
ま
で
行
革
ず

く
め
で
は
、
市
民
生
活
は
大
打

撃
を
こ
う
む
る
。
回
避
す
べ
き
。

市
財
政
状
況
と
平
成
31
年
度
予

算質
問　
厳
し
い
財
政
状
況
で
も
、

市
民
生
活
を
守
り
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
後
退
さ
せ
な
い
の
が
自

治
体
の
役
割
だ
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
見
解
を
問
う
。

答
弁　
行
政
需
要
の
増
加
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
よ
り
一
層
の

行
財
政
改
革
推
進
で
財
源
を
確

保
し
、
経
常
収
支
比
率
の
改
善

と
基
金
残
高
の
回
復
を
図
る
。

意
見　
経
済
指
数
を
高
め
る
こ

と
や
基
金
回
復
が
行
財
政
改
革

強
行
に
つ
な
が
る
。
市
民
生
活

を
壊
す
こ
と
に
な
り
、
自
治
体

の
役
割
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。

障
害
者
福
祉

質
問　
地
域
生
活
支
援
事
業
に

つ
い
て
、
移
動
支
援
従
事
者
の

報
酬
単
価
の
早
期
引
き
上
げ
と

人
手
不
足
解
消
に
向
け
た
支
援

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
市
主
催
の
移
動
支
援
従

業
者
養
成
研
修
の
実
施
や
研
修

費
用
の
一
部
負
担
及
び
市
内
事

業
所
の
従
業
者
の
養
成
、
資
格

要
件
に
つ
い
て
検
討
。
支
援
の

質
の
確
保
に
努
め
る
。

質
問　
保
谷
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、65
歳
以
上
の
介
護
・

障
害
の
リ
ハ
ビ
リ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
だ
が
、
対
応
を
伺
う
。

答
弁　
代
替
す
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
を
探
す
間
等
、
サ
ー

ビ
ス
が
途
切
れ
て
し
ま
う
こ
と

の
な
い
よ
う
個
別
相
談
に
応
じ

る
等
丁
寧
に
支
援
し
て
い
く
。

意
見　
定
員
の
拡
充
と
介
護
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
も
障
害
者
向

け
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
事
業
所

を
増
や
す
改
善
を
求
め
る
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

質
問　
生
活
保
護
基
準
の
見
直

し
で
、
こ
れ
ま
で
基
準
を
満
た

し
て
い
た
人
や
、
ボ
ー
ダ
ー
ラ

イ
ン
上
に
い
る
受
給
が
困
難
に

な
る
人
へ
の
支
援
は
。

答
弁　
就
労
準
備
支
援
事
業
を

実
施
し
、
就
労
に
向
け
て
必
要

な
知
識
や
技
能
が
不
足
し
て
い

る
方
、
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
て

い
る
方
、
就
労
意
欲
が
低
下
し

て
い
る
方
等
に
対
し
て
支
援
強

化
を
図
る
。
生
活
サ
ポ
ー
ト
相

談
件
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を

質
問　
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
は
、
熱
中
症
対
策
や

災
害
時
の
避
難
所
と
な
る
た
め

大
変
重
要
だ
。
基
礎
調
査
を
実

施
す
る
が
、
現
時
点
で
の
検
討

状
況
と
設
定
温
度
の
目
安
は
。

答
弁　
ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
等

機
器
選
定
や
熱
源
方
式
、
工
事

方
法
や
リ
ー
ス
方
式
な
ど
あ
わ

せ
て
検
討
す
る
。
設
定
温
度
は

設
置
後
学
校
と
調
整
を
図
る
。

意
見　
暑
さ
指
数
超
え
が
小
学

校
15
日
、
中
学
校
47
日
あ
っ
た

と
聞
く
。
大
き
な
影
響
だ
。
ぜ

ひ
早
期
の
設
置
を
要
望
す
る
。

１
校
１
名
の
学
校
司
書
配
置
を

質
問　
学
校
司
書
が
毎
日
学
校

に
い
る
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
の

名
前
や
顔
を
覚
え
、
読
書
歴
も

頭
に
入
り
、
そ
の
子
に
あ
っ
た

本
を
手
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
読
書
の
習
慣
化
を
ど
の

子
に
も
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
１
校
１
名
配

置
を
求
め
る
が
見
解
を
問

う
。

答
弁　
学
校
司
書
が
児
童

生
徒
の
調
べ
学
習
や
読
書

活
動
の
充
実
に
果
た
す
役

割
は
大
き
い
と
認
識
し
て

い
る
。
引
き
続
き
２
校
兼
務
体

制
を
維
持
し
、
先
進
事
例
を
収

集
・
検
証
し
、
今
後
と
も
児
童

生
徒
の
読
書
習
慣
の
確
立
や
学

校
図
書
館
の
利
活
用
の
推
進
に

努
め
る
。

ポ
ケ
ッ
ト
労
働
法
の
活
用
を

質
問　
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
や
ブ
ラ

ッ
ク
バ
イ
ト
が
横
行
し
、
若
者

世
代
を
苦
し
め
て
い
る
。
そ
の

解
決
手
段
と
し
て
ポ
ケ
ッ
ト
労

働
法
は
大
変
有
効
だ
。
現
在
の

活
用
状
況
を
伺
う
。

答
弁　
毎
年
度
作
成
し
、
公
共

施
設
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
る
。

意
見　
成
人
式
で
配
布
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
が
、
高
校
生

で
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
る
方
も

い
る
こ
と
か
ら
、
中
学
卒
業
時

に
配
布
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

質
問　
総
合
教
育
会
議
で
の
取

り
組
み
（
い
じ
め
・
虐
待
の
防

止
）
の
方
向
性
を
ど
う
考
え
る

の
か
。

答
弁　
い
じ
め
・
虐
待
の
対
策

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
重
点

施
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
教
育

委
員
会
と
連
携
し
て
取
り
組
み

を
推
進
す
る
。

質
問　
公
共
施
設
の
整
備
計
画

に
お
い
て
、
平
成
30
年
に
官
民

連
携
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ

れ
た
が
、
全
て
の
事
業
に
官
民

連
携
手
法
を
導
入
す
る
の
か
。

答
弁　
従
来
型
手
法
等
や
官
民

連
携
手
法
の
比
較
に
加
え
、
提

供
可
能
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど

に
つ
い
て
検
証
し
、
事
業
化
の

可
否
を
総
合
的
に
判
断
す
る
。

質
問　
引
き
続
き
厳
し
い
財
政

状
況
下
で
あ
る
が
、
平
成
31
年

度
の
予
算
編
成
を
行
う
上
で
、

各
担
当
課
へ
向
け
て
ど
の
よ
う

な
指
示
を
出
し
た
か
。

答
弁　
各
種
計
画
等
の
実
行
性

の
確
保
、
行
財
政
改
革
の
着
実

な
推
進
、
ま
た
事
務
事
業
評
価

の
結
果
に
よ
る
新
た
な
視
点
や

柔
軟
な
発
想
で
事
業
を
見
直
す

よ
う
に
指
示
を
し
た
。

質
問　
市
長
は
何
を
も
っ
て
健

康
応
援
都
市
の
実
現
と
考
え
て

い
る
の
か
。

答
弁　
心
や
体
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
そ
の
も
の
が
健
康
で
あ
る

こ
と
、
健
康
に
な
ろ
う
と
す
る

こ
と
を
応
援
で
き
る
ま
ち
で
あ

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
芝
久
保
町
４
丁
目
地
内

（
東
京
街
道
）
の
雨
水
対
策
に

向
け
た
実
施
設
計
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
設
計
で
溢
水

が
完
全
に
解
消
さ
れ
る
の
か
。

答
弁　
芝
久
保
町
４
丁
目
地
内

の
実
施
設
計
で
は
、
当
該
地
区

の
溢
水
量
約
230
立
米
を
処
理
で

き
る
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問　
は
な
バ
ス
第
４
南
ル
ー

ト
の
花
小
金
井
駅
行
き
の
乗
車

率
が
上
が
ら
な
い
の
は
、
１
時

間
に
１
本
と
い
う
運
行
が
要
因

と
思
わ
れ
る
。
利
用
者
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　
乗
降
調
査
や
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
高
齢
者

の
方
の
利
用
状
況
な
ど
各
ル
ー

ト
に
お
け
る
利
用
者
特
性
も
把

握
す
る
。
ま
た
、
西
東
京
市
地

域
公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
総

合
的
に
検
討
後
、
改
善
策
を
実

施
し
、
効
果
を
検
証
し
て
い
く
。

質
問　
子
ど
も
条
例
の
施
行
に

伴
い
、
市
民
一
人
一
人
の
意
識

啓
発
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答
弁　
教
員
や
保
護
者
向
け
等

の
研
修
、
市
民
を
対
象
と
し
た

講
演
会
な
ど
に
取
り
組
む
。

質
問　
介
護
職
員
の
人
手
不
足

に
よ
り
、
待
機
者
が
入
所
で
き

な
い
介
護
施
設
が
増
加
し
て
い

る
。
市
と
し
て
人
材
確
保
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
介
護
職
員
初
任
者
研
修

事
業
や
、
西
東
京
市
く
ら
し
ヘ

ル
パ
ー
養
成
研
修
を
行
い
、
介

護
事
業
の
担
い
手
の
確
保
に
努

め
て
い
る
。

質
問　
移
動
が
困
難
な
障
が
い

者
に
対
す
る
移
動
支
援
に
つ
い

て
、
今
後
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

答
弁　
市
主
催
の
移
動
支
援
従

業
者
養
成
研
修
の
実
施
や
、
研

修
費
用
の
一
部
負
担
な
ど
、
従

業
者
の
受
講
を
促
す
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
を
行
う
。

質
問　
駅
か
ら
離
れ
た
住
宅
地

な
ど
に
あ
る
商
店
街
支
援
に
つ

い
て
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁　
商
店
会
の
皆
様
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
及
び
訪
問
に
よ
る
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
よ
り
、
現
状
及
び

課
題
を
整
理
し
て
い
る
。

質
問　
小
学
校
の
通
学
路
に
設

置
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
は

考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　
2
0
2
0
年
度
以
降
の

増
設
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

質
問　
災
害
に
強
い
快
適
な
都

市
イ
ン
フ
ラ
を
進
め
る
た
め
に

過
去
の
震
災
の
例
か
ら
も
災
害

時
で
の
ト
イ
レ
の
確
保
が
課
題

だ
が
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の

整
備
の
考
え
方
を
伺
う
。

答
弁　
平
成
31
年
度
に
お
け
る

防
災
対
策
の
取
り
組
み
と
し
て

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
を

促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

質
問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
状
況
と
、
現
在
設
置
さ

れ
て
い
る
住
民
票
等
自
動
交
付

機
の
廃
止
時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
対
応
で
き
る
時
間
帯
、
店
舗

数
、
証
明
書
の
種
類
な
ど
メ
リ

ッ
ト
が
多
い
。
住
民
票
等
自
動

交
付
機
は
利
用
率
が
高
い
こ
と

か
ら
廃
止
時
期
を
８
月
に
延
期

し
た
。 ＊

代表質問（4）

第83号 （５）

西東京市
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仮庁舎の建設工事中の田無庁舎市民広場

本会議場

子ども家庭支援センターがある
住吉会館ルピナス

議会の本会議・委員会の会議は、原則公開し
ており、傍聴することができます（非公開と決
定した場合を除く。）。
傍聴の手続は、会議の当日、議会事務局（田無庁舎議会棟３階）の窓口で傍聴
届に記載し、引き換えに渡されるバッチ（傍聴証）を見えやすい場所に身に着け
ていただくだけです。
なお、本会議場の一般傍聴席は46席（車椅子利用者用４人分を含む。）、委員会
室の傍聴席は20席程度です。

聴覚に障害のある方を対象に手話通訳者または要約筆記により議会を傍聴いた
だけます。
ご希望の方は、市議会ホームページから依頼書をダウンロードしていただき、

必要事項をご記入の上、傍聴を希望する日の５日前までに、議会事務局のメール
アドレスまたはＦＡＸ番号あてにご送付いただくか、直接ご持参ください。
なお、依頼の手順等の詳細については、市議会ホームページをご覧ください。

申請書ダウンロード方法
西東京市ホームページ⇒市議会⇒市議会に関すること⇒傍聴するには
申請書の送付先（議会事務局）
メールアドレス　gikai@city.nishitokyo.lg.jp
ＦＡＸ番号　　　 042-469-4058

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
骸
化
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

市
民
意
見
の
軽
視
で
は
な
い
の
か
?!

後
　
藤
　
ゆ
う
子

か
と
う
　
涼
　
子

統
一
会
派
み
ら
い

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

小
　
峰
　
和
　
美

冨
　
永
　
雄
　
二

市
長
の
政
治
姿
勢

意
見　
20
万
市
民
の
代
表
と
し

て
西
東
京
市
の
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
、
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
く
こ
と
は
大
変
な

重
責
だ
。
責
任
あ
る
も
の
が
必

要
な
責
任
を
し
っ
か
り
と
果
た

さ
な
け
れ
ば
西
東
京
市
は
よ
く

な
ら
な
い
。
さ
き
の
西
東
京
市

議
会
議
員
選
挙
で
特
定
候
補
者

の
後
ろ
に
立
ち
、
あ
た
か
も
応

援
す
る
姿
は
い
か
が
な
も
の
か
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

意
見　
将
来
を
担
う
若
い
世
代

の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
は
大
事
な
こ
と
だ
。
市
民

参
加
を
さ
ら
に
進
め
よ
。

健
康
応
援
都
市
の
加
速

意
見　
生
活
環
境
・
健
康
水
準

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
要
素
だ
。

健
康
な
体
に
は
気
力
が
大
切
、

そ
し
て
健
康
応
援
都
市
の
言
葉

だ
け
が
先
走
ら
ぬ
よ
う
に
取
り

組
み
を
進
め
よ
。

行
財
政
改
革
の
取
組

意
見　
西
東
京
市
の
置
か
れ
て

い
る
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

持
続
可
能
な
市
政
運
営
を
行
っ

て
い
く
た
め
に
専
門
的
な
知
見

を
生
か
し
た
行
財
政
改
革
推
進

委
員
会
の
役
割
が
大
事
だ
。
行

革
委
員
会
の
位
置
づ
け
、
役
割

を
明
確
に
し
て
執
行
せ
よ
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

意
見　
公
共
施
設
の
あ
り
方
を

考
え
る
上
で
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
や

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
ト
ッ
プ

が
示
し
、
市
民
や
議
会
の
声
を

聞
き
公
共
施
設
の
適
正
規
模
・

適
正
配
置
を
考
え
よ
。

統
合
庁
舎

意
見　
新
庁
舎
の
位
置
は
、
任

期
中
に
市
長
自
身
が
政
治
判
断

で
決
め
よ
。

西
東
京
市
の
財
政
状
況

意
見　
平
成
31
年
度
予
算
は
過

去
最
低
水
準
の
基
金
残
高
だ
。

不
安
材
料
で
あ
る
が
安
定
的
な

市
政
運
営
を
進
め
よ
。

危
機
管
理
体
制
の
整
備
と
建
築

物
の
耐
震
化
促
進

意
見　
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
災
害
に
備
え
て
日
ご
ろ
か

ら
意
識
を
持
ち
体
制
を
整
え
よ
。

質
問　
幼
児
教
育
の
無
償
化
に

お
け
る
私
立
幼
稚
園
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
新
制
度
に
移
行
し
て
い

な
い
私
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
、

国
が
示
す
範
囲
で
は
、
都
内
の

私
立
幼
稚
園
は
実
質
的
に
無
償

化
に
は
な
ら
な
い
状
況
が
想
定

さ
れ
て
き
た
が
、
都
の
独
自
支

援
と
し
て
、
保
護
者
負
担
軽
減

補
助
事
業
を
見
直
し
、
補
助
す

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
制
度
の

詳
細
を
確
認
し
準
備
す
る
。

質
問　

２
０
２
０
年
度
か
ら
小

中
学
校
の
英
語
教
育
が
大
き
く

変
更
に
な
る
が
、
今
後
ど
の
よ

う
な
英
語
教
育
を
行
う
の
か
。

答
弁　
実
際
に
英
語
を
活
用
し

て
互
い
の
考
え
や
気
持
ち
を
伝

え
合
う
言
語
活
動
（
聞
く
・
話

す
）
を
授
業
の
中
心
に
据
え
る

と
い
っ
た
授
業
改
善
が
求
め
ら

れ
る
。
学
習
指
導
要
領
全
面
実

施
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
を
行
い
、
効
果
的
な
指
導
方

法
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

を
全
庁
的
に
検
証
す
べ
き
。
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策

定
に
は
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催
を
求
め
る
。

質
問　
外
国
人
市
民
が
急
増
す

る
中
、
全
庁
的
に
相
談
支
援
体

制
を
強
化
す
べ
き
だ
。

答
弁　
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

を
職
員
に
周
知
し
、
庁
内
連
携

を
円
滑
に
進
め
る
。

質
問　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
不
利
益
解

消
に
向
け
、
当
事
者
の
意
見
聴

取
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

の
検
討
に
着
手
す
べ
き
だ
。

答
弁　
ま
ず
は
多
様
性
を
受
け

入
れ
る
土
台
固
め
が
重
要
。
平

成
31
年
度
に
は
当
事
者
の
意
見

聴
取
の
機
会
を
設
け
た
い
。

そ
の
他
質
問
等

◇
子
ど
も
条
例
、
不
登
校
対
策
、

雨
水
溢
水
対
策
、
空
き
家
活
用
、

農
業
振
興
計
画
、
期
日
前
投
票

所
、
男
女
平
等
参
画
、
ボ
ー
ル

遊
び
の
で
き
る
公
園
づ
く
り
、

在
宅
介
護
と
看
取
り
、
障
害
者

の
移
動
支
援
、
タ
ク
シ
ー
を
利

用
し
た
実
証
実
験
他

支
援
策
を
強
化
す
べ
き
だ
。

答
弁　
ふ
れ
あ
い
収
集
を
案
内

し
丁
寧
に
対
応
す
る
。

意
見　
共
助
の
仕
組
み
な
ど
、

新
た
な
対
策
も
検
討
す
べ
き
だ
。

質
問　
年
末
年
始
に
か
け
、
膨

大
な
数
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
が
行
わ
れ
た
。
市
民
の
立
場

に
立
っ
た
意
見
聴
取
と
は
と
て

も
思
え
な
い
。
根
本
か
ら
手
法

を
改
善
す
べ
き
だ
。

答
弁　
適
時
適
切
に
実
施
さ
れ

て
お
り
、
市
民
が
十
分
検
討
で

き
る
よ
う
原
則
１
カ
月
以
上
の

提
出
期
間
も
設
け
て
い
る
。

質
問　
市
民
参
加
が
形
骸
化
し

て
い
る
。
近
年
の
提
出
件
数
の

低
さ
に
課
題
は
な
い
の
か
。

答
弁　
意
見
提
出
者
の
減
少
は

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

意
見　
市
民
参
加
手
続
の
運
用

不
安
の
声
を
聞
い
て
い
る
。
情

報
提
供
、
用
地
交
渉
の
時
期
、

市
に
よ
る
財
政
負
担
は
。

答
弁　
都
や
鉄
道
事
業
者
な
ど

と
連
携
し
丁
寧
に
行
う
。
用
地

交
渉
は
２
０
２
１
年
度
か
ら
２

０
２
２
年
度
以
降
に
着
手
の
予

定
。
市
負
担
は
工
事
費
と
用
地

費
で
約
40
億
円
を
見
込
む
。

意
見　
周
辺
環
境
に
も
大
き
な

影
響
が
あ
る
。
丁
寧
な
市
民
意

見
の
聴
取
に
努
め
て
ほ
し
い
。

質
問　
資
源
物
の
戸
別
収
集
化

に
伴
い
、
収
集
回
数
が
減
ら
さ

れ
る
。
市
長
は
「
体
の
不
自
由

な
方
が
重
い
古
紙
を
集
積
所
ま

で
運
ぶ
手
間
が
な
く
な
る
」
と

主
張
す
る
が
、
そ
れ
は
戸
建
て

の
話
。
集
合
住
宅
で
は
一
度
に

運
ぶ
量
が
増
え
、
デ
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
い
。
排
出
困
難
者
へ
の

質
問　
千
葉
県
野
田
市
で
女
児

が
虐
待
死
し
た
。
西
東
京
市
で

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
起
こ
ら
な

い
と
信
じ
た
い
。
事
件
を
受
け
、

市
長
が
起
こ
し
た
行
動
は
。

答
弁　
野
田
市
と
同
様
の
事
態

が
起
き
た
と
想
定
し
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
と
教
育
部

局
と
の
連
携
体
制
を
確
認
し
た
。

質
問　
東
伏
見
駅
連
続
立
体
交

差
事
業
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら

用
語
の
解
説

＊
か
ま
ど
ベ
ン
チ

ベ
ン
チ
の
座
板
を
外
し
て

備
え
つ
け
の
金
網
を
使
っ
て

か
ま
ど
と
し
て
使
う
こ
と

が
で
き
る
。

＊
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

下
水
道
管
路
に
あ
る
マ

ン
ホ
ー
ル
の
上
に
簡
易
な
便

座
や
パ
ネ
ル
を
設
け
、災
害

時
に
お
い
て
迅
速
に
ト
イ

レ
機
能
を
確
保
す
る
。

＊
ク
ー
ル
ピ
ッ
ト

外
気
温
度
に
比
べ
、夏
は

低
く
、冬
は
高
く
な
る
地
中

温
度
の
性
質
を
利
用
す
る

も
の
。ア
リ
ー
ナ
に
導
入
す

る
外
気
を
建
物
地
下
の
ピ

ッ
ト
内
に
通
す
こ
と
で
、地

中
熱
と
の
熱
交
換
が
行
わ

れ
、夏
は
冷
や
さ
れ
、冬
は

暖
め
ら
れ
る
、自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
の
手
法
。

＊
パ
ラ
ア
ー
ト

障
害
者
ア
ー
ト
の
呼
称
。

障
害
者
の
芸
術
文
化
の
振

興
と
才
能
開
発
及
び
社
会

参
加
を
促
進
さ
せ
る
た
め

の
運
動
。

議会トピックス 

代表質問（5）、用語の解説、議会トピックス

市議会を傍聴するには

「手話通訳者」の派遣を依頼できます

令和元年5月15日　 発行 第83号 （６）

西東京市
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首
長
と
議
員
は
緊
張
関
係
を
保
て
！

統
合
庁
舎
の
位
置
は
先
送
り
す
る
の
か

田
村
　
ひ
ろ
ゆ
き
（
無
所
属
③
）

市
長
と
議
会
が
並
立
す
る
二
元
代
表
制

議
員
選
挙
で
市
長
推
薦
は
あ
り
え
な
い

森
　
て
る
お
（
無
所
属
①
）

危
機
的
状
況
！
西
東
京
市
財
政
の
崖
は

丸
山
市
政
６
年
間
の
つ
け
に
過
ぎ
な
い

納
田
　
さ
お
り
（
無
所
属
②
）

西
東
京
市
財
政
の
危
機

質
問　
平
成
31
年
度
予
算
の
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
が
過
去
最

少
と
な
っ
た
こ
と
が
成
果
と
し

て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
丸
山
市

政
が
６
年
間
、
中
長
期
的
財
政

運
営
の
安
定
よ
り
も
単
年
度
の

政
治
成
果
に
重
き
を
置
い
て
基

金
依
存
の
予
算
編
成
を
繰
り
返

し
て
き
た
。
財
政
調
整
基
金
に

依
存
で
き
な
い
レ
ベ
ル
に
ま
で

達
し
た
状
況
は
深
刻
だ
。

答
弁　
今
後
行
政
需
要
は
増
加

し
、
安
定
的
で
自
立
的
な
財
政

運
営
を
目
指
す
が
、
基
金
を
回

復
で
き
ず
厳
し
い
状
況
だ
。

児
童
虐
待
根
絶
に
向
け
て

質
問　
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
強
化
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
弁　
緊
急
性
の
判
断
能
力
や

支
援
の
質
の
向
上
に
努
め
る
。

田
無
駅
南
口
ま
ち
づ
く
り
を
阻

害
す
る
図
書
館
・
公
民
館
の
場

当
た
り
的
な
耐
震
化

質
問　
二
元
代
表
制
に
つ
い
て

市
長
の
認
識
を
問
う
。
市
長
は

13
人
の
議
員
を
推
薦
さ
れ
た
。

ど
の
よ
う
な
考
え
だ
っ
た
の
か
。

答
弁　
議
員
と
首
長
が
そ
れ
ぞ

れ
選
挙
で
選
ば
れ
、
抑
制
と
均

衡
の
あ
る
関
係
を
築
き
建
設
的

な
議
論
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。

13
人
の
推
薦
は
政
治
活
動
の
範

囲
の
中
で
出
し
た
も
の
。

質
問　
推
薦
し
た
意
図
が
わ
か

ら
な
い
。
市
長
は
議
員
を
囲
い

込
む
つ
も
り
か
。
囲
い
込
ま
れ

る
か
ど
う
か
は
別
の
話
だ
が
、

市
長
が
議
員
を
取
り
込
も
う
と

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

答
弁　
政
治
家
と
し
て
の
政
治

活
動
の
範
囲
だ
。

意
見　
二
元
代
表
制
か
ら
す
れ

ば
お
か
し
な
こ
と
だ
。
議
院
内

閣
制
で
は
国
会
の
多
数
勢
力
が

政
府
を
つ
く
る
。
政
府
は
与
党

の
政
策
を
実
現
す
る
組
織
だ
。

し
か
し
、
二
元
代
表
制
で
の
地

市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

質
問　

平
成
30
年
12
月
の
市
議

会
議
員
選
挙
で
市
長
は
特
定
の

候
補
者
を
推
薦
し
た
。
首
長
と

議
員
の
緊
張
関
係
を
保
て
る
の

か
。

答
弁　
引
き
続
き
議
会
の
皆
様

と
の
緊
張
感
の
中
に
も
信
頼
関

係
を
築
き
な
が
ら
、
市
民
の
た

め
の
市
政
を
前
に
進
め
る
。

投
票
率
向
上
へ
の
取
り
組
み

質
問　
期
日
前
投
票
の
時
間
延

長
な
ど
柔
軟
な
対
応
を
。

答
弁　
で
き
る
こ
と
は
な
る
べ

く
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

い
て
検
討
す
る
。

庁
舎
統
合
に
つ
い
て

質
問　
ま
ち
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
決
め
る
に
は
庁
舎
の
位

置
が
重
要
。
市
長
の
任
期
は
残

り
２
年
。
先
送
り
す
る
の
か
。

答
弁　
市
中
心
エ
リ
ア
で
の
統

合
の
可
能
性
を
検
討
し
、
２
０

「
地
域
情
報
化
計
画
策
定
審
議

会
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
」

【
説
明
】
従
来
の
５
カ
年
計
画

で
は
急
速
に
展
開
す
る
情
報
化

技
術
等
へ
の
対
応
が
難
し
い
た

め
、
第
２
次
総
合
計
画
・
後
期

基
本
計
画
に
お
い
て
多
様
な
情

報
発
信
や
電
子
化
の
推
進
を
位

置
づ
け
、
そ
れ
ら
を
具
現
化
す

る
地
域
情
報
化
推
進
方
針
を
策

定
す
る
こ
と
か
ら
、
地
域
情
報

化
計
画
策
定
審
議
会
条
例
を
廃

止
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
地
域
情
報
化
計
画
策
定
の

法
的
根
拠
、
多
摩
26
市
の
計
画

の
状
況
は
。

答　
計
画
の
法
的
根
拠
に
つ
い

て
は
、
任
意
の
計
画
で
あ
る
。

平
成
30
年
１
月
に
多
摩
29
市
町

村
に
調
査
を
行
い
、
20
市
町
村

で
計
画
や
方
針
を
策
定
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
本
市
の
よ
う
に

施
策
目
標
や
指
標
ま
で
設
定
し

て
い
る
団
体
は
少
な
く
、
本
市

同
様
、
急
速
な
情
報
化
社
会
の

進
展
に
対
応
で
き
て
い
な
い
と

認
識
し
て
い
る
団
体
が
多
い
。

問　
地
域
情
報
化
計
画
廃
止
の

背
景
は
。

答　
地
域
情
報
化
推
進
事
業
に

つ
い
て
、
具
体
的
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
導
入
、
Ｗ
ｉ̶

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
、
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
の
推
進
な
ど
法
的
な
施

策
等
も
含
め
て
推
進
が
図
ら
れ

て
き
た
が
、
現
行
計
画
に
は
そ

の
辺
の
記
述
が
な
か
っ
た
点
が

１
つ
の
背
景
で
あ
る
。

問　
計
画
に
よ
ら
な
い
進
行
管

理
と
い
う
こ
と
で
、
第
三
者
機

関
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
検

討
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
地
域
情
報
化
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
庁
内
組
織
で
あ
る
情

報
化
推
進
本
部
で
各
部
署
と
の

庁
内
整
合
を
図
り
、
検
証
し
て

い
く
。
ま
た
、
専
門
家
と
し
て

情
報
政
策
専
門
員
を
雇
用
し
て
、

方
針
策
定
の
監
修
、
ご
意
見
を

い
た
だ
き
推
進
し
て
い
く
。

問　
第
３
期
の
施
策
目
標
ま
で

つ
く
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
を
や
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

大
き
な
決
断
で
あ
る
。
次
の
展

開
、
ス
テ
ッ
プ
に
ど
う
生
か
す

の
か
。

答　
地
域
情
報
化
計
画
は
、
施

策
の
各
事
業
が
固
定
化
さ
れ
て

い
る
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

新
た
に
総
合
計
画
で
情
報
化
の

施
策
を
多
く
取
り
上
げ
て
お
り
、

実
施
計
画
で
新
た
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
機
動
的
に
取
り
扱
う

こ
と
で
、
急
速
に
進
展
す
る
情

報
化
社
会
に
対
応
し
た
施
策
の

推
進
が
図
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

「
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
で
審
議
さ
れ
た
保
険
料

賦
課
限
度
額
の
改
定
と
被
保
険

者
均
等
割
額
の
軽
減
対
象
と
な

る
所
得
基
準
の
変
更
に
伴
い
、

改
正
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
国
保
運
営
協
議
会
の
答
申

に
、
い
ず
れ
は
国
の
政
令
改
正

に
合
わ
せ
た
賦
課
限
度
額
61
万

円
へ
改
正
を
目
指
す
と
あ
る
が
。

答　
国
保
運
営
協
議
会
に
諮
り
、

今
後
の
被
保
険
者
へ
与
え
る
影

響
等
を
踏
ま
え
た
上
で
政
令
の

賦
課
限
度
額
に
合
わ
せ
て
い
き

た
い
。

問  

基
礎
賦
課
額
が
変
更
に
な

る
世
帯
数
は
。

答　

１
人
世
帯
は
154
世
帯
、
２

人
世
帯
は
174
世
帯
、
３
人
世
帯

は
134
世
帯
、
４
人
世
帯
は
93
世

帯
、
５
人
世
帯
は
37
世
帯
、
６

人
世
帯
は
９
世
帯
で
あ
る
。

問　
限
度
額
の
引
き
上
げ
と
軽

減
の
拡
大
で
、
保
険
料
収
入
は

ど
う
な
る
の
か
。

答　
今
回
の
改
定
で
限
度
額
は

約
１
千
800
万
円
の
増
を
見
込
ん

で
い
る
。
軽
減
の
拡
充
は
、
合

わ
せ
て
約
258
万
円
の
減
と
試
算

し
て
い
る
。

問　
財
政
健
全
化
計
画
は
い
つ

ご
ろ
出
る
の
か
。

答　
平
成
31
年
度
に
運
営
協
議

会
に
諮
問
し
、
秋
口
か
ら
の
審

議
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
財
政
健
全
化
計
画
の
他
市

の
作
成
状
況
と
、
本
市
が
平
成

31
年
度
策
定
と
な
る
根
拠
は
。

答　
平
成
29
年
度
策
定
が
８
市
、

平
成
30
年
度
策
定
予
定
が
10
市
、

平
成
31
年
度
以
降
に
策
定
予
定

の
市
が
本
市
を
含
め
８
市
で
あ

る
。
運
営
協
議
会
の
中
で
、
広

域
化
の
決
算
を
踏
ま
え
た
。
よ

り
精
緻
な
数
値
に
基
づ
い
て
策

定
す
る
こ
と
が
よ
い
と
の
意
見

が
あ
り
、
平
成
31
年
度
に
検
討

す
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
空
き
家
等
の
対
策
の
推
進
に

関
す
る
条
例
」

【
説
明
】
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ

き
、
平
成
30
年
度
に
立
ち
上
げ

た
西
東
京
市
空
き
家
等
対
策
協

議
会
準
備
会
及
び
庁
内
の
検
討

委
員
会
で
検
討
・
協
議
し
、
市

企
画
総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、

原
則
と
し
て
所
管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
第
１
回
定
例
会
に
お
け
る
各
委
員
会

で
の
主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

内
に
あ
る
空
き
家
等
の
適
切
な

管
理
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
平
成
29
年
度
の
空
き
家
対

策
実
態
調
査
で
管
理
不
全
空
き

家
は
何
件
だ
っ
た
か
。
ま
た
最

新
の
件
数
は
。

答　
14
件
だ
っ
た
。
最
新
の
数

は
変
化
し
て
い
な
い
。

問　
14
件
の
管
理
不
全
空
き
家

が
危
険
な
状
況
だ
。
１
年
間
で

１
件
終
わ
ら
な
か
っ
た
が
解
決

策
は
あ
る
の
か
。

答　
本
条
例
の
施
行
後
は
、
順

を
追
っ
て
特
定
空
き
家
の
認
定

か
ら
勧
告
、
命
令
、
代
執
行
と

い
っ
た
流
れ
で
進
め
ら
れ
る
。

問　
第
17
条
の
緊
急
安
全
措
置

は
ど
の
程
度
ま
で
を
想
定
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答　
市
職
員
が
手
作
業
で
で
き

る
範
囲
を
想
定
。
建
物
の
形
状

が
変
わ
る
よ
う
な
措
置
は
代
執

行
に
当
た
る
こ
と
も
あ
る
。

問　
協
議
会
の
委
員
数
・
開
催

頻
度
は
。

答　
協
議
会
は
準
備
会
の
委
員

の
ほ
か
、
弁
護
士
と
民
生
委
員

各
１
人
、
計
14
人
に
な
る
。
平

成
31
年
度
は
年
間
５
回
を
予
定

し
て
い
る
。

問　
空
き
家
利
活
用
に
関
し
て

具
体
的
に
は
ど
う
い
っ
た
方
法
、

考
え
で
進
め
て
い
く
の
か
。

答　
平
成
31
年
度
に
策
定
予
定

の
空
き
家
等
対
策
計
画
の
中
で

位
置
づ
け
を
考
え
て
い
る
。

問　
第
11
条
の
特
定
空
き
家
等

の
認
定
に
つ
い
て
、
特
定
す
る

考
え
方
や
基
準
は
。

答　
協
議
会
に
諮
問
し
た
上
で
、

国
が
定
め
る
「
特
定
空
家
等
に

対
す
る
措
置
に
関
す
る
適
切
な

実
施
を
図
る
た
め
に
必
要
な
指

針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
」
が
あ

り
、
こ
の
判
断
基
準
に
照
ら
し

合
わ
せ
て
市
長
が
認
定
す
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

２
３
年
度
ま
で
に
決
定
し
た
い
。

市
民
参
加
手
続
に
つ
い
て

質
問　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

や
市
民
説
明
会
が
形
式
的
な
ア

リ
バ
イ
づ
く
り
に
な
っ
て
い
な

い
か
。
市
民
の
声
で
計
画
を
変

更
す
る
と
い
う
思
い
を
持
っ
て

い
る
の
か
。

答
弁　
市
民
の
多
様
な
ご
意
見

・
ご
要
望
を
真
摯
に
受
け
と
め
、

施
策
へ
の
反
映
に
努
め
る
。

そ
の
他
質
問
等

◇
危
険
な
踏
切
へ
の
対
策
は
。

◇
喫
煙
率
を
下
げ
る
た
め
の
取

り
組
み
は
。
禁
煙
外
来
へ
の
助

成
の
検
討
を
求
め
る
。

質
問　
市
で
最
も
稼
ぐ
ま
ち
に

成
長
す
る
可
能
性
を
持
つ
田
無

駅
南
口
。
人
が
集
い
活
動
す
る

図
書
館
・
公
民
館
を
耐
震
化
で

17
年
間
古
い
ま
ま
、
狭
い
ま
ま

放
置
す
る
案
に
大
反
対
だ
。
耐

震
化
工
事
実
施
の
２
０
２
１
年

に
は
市
民
会
館
も
な
く
な
る
。

田
無
駅
周
辺
の
市
民
活
動
施
設

が
圧
倒
的
に
少
な
く
な
る
状
況

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　
中
央
図
書
館
・
田
無
公

民
館
の
耐
震
化
は
既
存
施
設
の

有
効
活
用
の
視
点
に
立
ち
行
う
。

意
見　
利
用
者
が
困
る
事
に
何

の
答
え
に
も
な
っ
て
い
な
い
。

方
政
府
と
議
会
の
あ
り
方
は
違

う
。
厳
密
に
分
け
る
べ
き
だ
。

質
問　
市
長
の
思
う
健
康
と
は
。

答
弁　
健
康
は
住
民
の
基
本
的

権
利
。
健
康
で
あ
る
こ
と
、
健

康
に
な
る
こ
と
を
応
援
で
き
る

ま
ち
で
あ
り
た
い
。

質
問　
全
施
策
を
健
康
と
い
う

視
点
で
点
検
す
る
べ
き
だ
。
維

持
管
理
費
が
不
要
な
市
有
地
の

売
却
は
有
効
活
用
で
は
な
い
。

答
弁　
今
後
の
施
設
設
備
の
た

め
の
財
源
に
す
る
。

意
見　
健
康
増
進
の
た
め
に
利

用
し
て
い
る
市
民
が
い
る
。
売

ら
ず
に
維
持
し
有
効
活
用
せ
よ
。

一般質問、委員会の審査から

第83号 （７）

西東京市



民生費
392億440万円（54.7％）
高齢者・障害者への
サービス、子育て支援、
生活保護など

市税
320億7,342万円（44.7％）
市民税、固定資産税など国庫支出金

128億6,282万円（17.9％）
使い方が決められている
国からの補助金など

使用料及び手数料
7億4,581万円（1.0％）
施設の使用料、
ごみ収集手数料など

その他
30億803万円（4.2％）
市有地の売却による
収入や寄附金など

総務費
75億4,438万円（10.5％）
市役所の運営費、
職員の人件費、
コミュニティの推進など

公債費
56億3,371万円（7.9％）
借入金の返済など

市債
43億6,220万円（6.1％）
道路建設などの借入金

都支出金
97億3,693万円（13.6％）
使い方が決められている
都からの補助金など

繰入金
12億7,763万円（1.8％）
基金（市の貯金）
から繰り入れた
お金など

地方交付税
34億3,500万円（4.8％）
使い方が決められて
いない国からの交付金

地方消費税交付金
32億1,000万円（4.5％）
地方消費税のうち、
市区町村に配分される
もの

分担金及び負担金
9億8,960万円（1.4％）
保育料など

教育費
74億5,256万円（10.4％）
小中学校やスポーツ
施設の運営費など

土木費
37億2,274万円（5.2％）
道路や公園の整備など

衛生費
47億9,554万円（6.7％）
ごみ収集、健康促進など

消防費
24億4,860万円（3.4％）
防災対策など

議会費
4億6,347万円（0.6％）
議会の運営費、
議員の報酬など

その他
4億3,606万円（0.6％）
商店街や農業の振興など

◆
一
般
会
計（
第
４
号
）

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
千
770
万
５
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
723
億
７

千
391
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
法
人
市
民
税
の
減
収
要
因
と

市
内
企
業
の
現
状
に
つ
い
て

・
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金

が
不
採
択
と
な
っ
た
理
由
、

国
へ
の
働
き
か
け
、
財
源
の

対
応
に
つ
い
て

・
不
動
産
売
払
収
入
の
売
却
に

至
ら
な
か
っ
た
場
所
、
理
由
、

平
成
31
年
度
当
初
予
算

平
成
30
年
度
補
正
予
算

平
成
31
年
度
補
正
予
算

◆
一
般
会
計

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
を
そ

れ
ぞ
れ
714
億
１
千
300
万
円
と
す

る
も
の
。
債
務
負
担
行
為
は
、

放
送
設
備
等
改
修
事
業
、
仮
庁

舎
執
務
室
等
移
転
構
築
委
託
料

な
ど
29
件
を
予
定
。
地
方
債
は
、

保
谷
庁
舎
解
体
事
業
な
ど
17
事

業
、
43
憶
６
千
220
万
円
の
借
入

限
度
額
を
予
定
。
一
時
借
入
金

は
、
最
高
額
を
60
億
円
と
す
る
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
市
税
に
お
け
る
法
人
市
民
税

の
動
向
、
固
定
資
産
税
の
増

要
因
、
10
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
消
費
税
増
税
の
歳
入
へ

の
影
響
に
つ
い
て

・
図
書
館
運
営
管
理
費
負
担
金

の
新
座
市
と
の
協
議
の
状
況

に
つ
い
て

・
不
動
産
売
払
収
入
に
お
け
る

未
利
用
市
有
地
の
売
払
い
の

考
え
方
に
つ
い
て

・
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に
お

け
る
地
場
産
品
の
考
え
方
、

魅
力
あ
る
返
礼
品
の
検
討
状

況
に
つ
い
て

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
が
過

去
最
少
と
な
っ
た
要
因
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て

・
仮
庁
舎
等
整
備
事
業
費
に
計

上
さ
れ
た
費
用
と
こ
れ
ま
で

の
試
算
額
の
関
係
、
基
金
残

高
の
推
移
と
見
込
み
に
つ
い

て
・
参
議
院
議
員
選
挙
執
行
費
に

お
け
る
期
日
前
投
票
所
の
ひ

ば
り
が
丘
地
域
で
の
試
行
内

容
、
投
票
時
間
の
検
討
、
本

格
実
施
へ
の
条
件
に
つ
い
て

・
子
ど
も
条
例
推
進
事
業
費
に

お
け
る
（
仮
称
）
子
ど
も
相

談
室
の
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
に
つ
い
て

・
幼
保
無
償
化
に
向
け
た
保
護

者
支
援
の
状
況
、
食
材
料
費

の
金
額
に
つ
い
て

・
清
掃
費
の
資
源
収
集
委
託
の

戸
別
収
集
実
施
の
費
用
と
財

源
、
収
支
見
通
し
、
集
合
住

宅
へ
の
対
応
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
関
係
に
つ
い
て

・
産
業
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
創
業
サ
ポ
ー
ト
施
設
及
び

女
性
の
働
き
方
サ
ポ
ー
ト
推

進
事
業
拠
点
整
備
の
利
用
状

況
、
課
題
、
事
業
効
果
に
つ

い
て

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
補

助
金
の
利
用
者
増
へ
の
取
り

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

国民健康保険特別会計
下水道事業特別会計
駐車場事業特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計

下 水 道 事 業 会 計

会　 計　 区　 分
一　 般　 会　 計
特　 別　 会　 計

公 営 企 業 会 計

合　　　　　　計

平成31年度予算額
 714億1,300万円 744億4,200万円 △4.1%
 414億3,392万円 434億5,174万円 △4.6%
 191億7,791万円 192億8,541万円 △0.6%
 ―          28億1,540万円 皆減
 1億2,704万円 1億2,704万円 0.0%
 173億9,996万円 166億  871万円 4.8%
 47億2,901万円 46億1,519万円 2.5%
 42億9,051万円 ―          皆増
 42億9,051万円 ―          皆増
 1,171億3,743万円 1,178億9,374万円 △0.6%

平成30年度予算額 伸び率 第
１
回
定
例
会
で
は
、
平
成
31
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
の
ほ
か
、
特
別
会
計
・
企

業
会
計
の
予
算
を
、
３
月
13
日
か
ら
７
日
間
、
予
算
特
別
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
を
３
月
４
日
・
５
日
に
審
査
し
、
平
成
31
年
度
補
正
予
算
を
３
月

27
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
質
問
の
内
容
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
ま
す
。「
会
議
録
の
公
開
予
定
」は
10
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

歳入 歳出

組
み
、
増
便
す
る
場
合
の
コ

ス
ト
に
つ
い
て

・
移
動
支
援
実
証
運
行
補
助
金

の
ル
ー
ト
選
定
理
由
、
田
無

庁
舎
に
な
っ
た
経
緯
、
利
用

見
込
み
人
数
と
収
支
見
通
し

に
つ
い
て

・
無
電
柱
化
検
討
路
線
基
礎
調

査
委
託
料
の
内
容
、
優
先
順

序
の
考
え
方
、
市
の
考
え
の

反
映
に
つ
い
て

・
私
道
整
備
工
事
の
予
算
の
増

額
、
整
備
の
順
番
、
整
備
待

ち
解
消
の
見
通
し
に
つ
い
て

・
（
仮
称
）
泉
小
学
校
跡
地
公

園
整
備
の
開
園
の
見
通
し
、

広
さ
、
利
用
時
間
な
ど
の
ル

ー
ル
、
保
育
現
場
の
意
見
反

映
、
庁
内
連
携
に
つ
い
て

・
学
校
選
択
制
の
あ
り
方
の
検

討
、
公
平
な
教
育
環
境
と
学

校
の
特
色
に
つ
い
て

・
中
央
図
書
館
・
田
無
公
民
館

耐
震
補
強
等
改
修
事
業
に
お

け
る
工
事
期
間
、
利
用
の
制

限
に
つ
い
て

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◆
下
水
道
事
業
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

・
寄
附
金
の
動
向
と
前
年
と
の

比
較
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
収

入
と
市
民
税
の
流
出
金
額
、

市
の
考
え
に
つ
い
て

・
庁
舎
整
備
基
金
積
立
金
の
減

少
理
由
、
そ
の
影
響
、
目
標

金
額
、
積
み
方
の
ル
ー
ル
に

つ
い
て

・
被
災
農
業
者
向
け
経
営
体
育

成
支
援
事
業
補
助
金
の
対
象
、

被
害
状
況
、
自
己
負
担
、
繰

越
明
許
費
に
な
っ
た
理
由
に

つ
い
て

・
住
宅
費
の
耐
震
改
修
等
事
業

費
の
執
行
率
が
低
い
理
由
、

事
業
の
評
価
、
必
要
性
に
つ

◆
一
般
会
計（
第
１
号
）

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
に
そ

れ
ぞ
れ
２
億
８
千
844
万
５
千
円

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。
※下水道事業特別会計は、平成31年度から地方公営企業法の財務規定等の適用により、下水道事業会計
として公営企業会計に移行します。下水道事業会計の予算規模は、支出予算の総額としています。

717億145万円 717億145万円

当初予算比較表

い
て

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
２
号
）

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

（
第
２
号
）

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

（
第
２
号
）

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
第
２
号
）

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

を
追
加
し
、
総
額
を
717
億
144
万

５
千
円
と
す
る
も
の
。

　
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
及
び

繰
入
金
を
増
額
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
、

総
務
費
は
、
10
月
の
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
に
あ
わ
せ
て
実
施

さ
れ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
の
実
施
に
伴
う
増
額
。
衛

生
費
は
、
国
の
風
し
ん
の
追
加

的
対
策
に
伴
う
増
額
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

一般会計歳入・歳出予算の内訳
平成31年度予算総額（一般会計） 717億145万円　住民１人当たり…約35万円　　１世帯当たり…約73万円

※平成31年４月１日現在の人口、世帯数で計算しています。
※表示単位未満を四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。
※一般会計補正予算（第１号）２億8,845万円の増額を含みます。

予算特別委員会の審査から

令和元年5月15日　 発行 第83号 （8）

西東京市



反対
日本共産党西東京市議団 藤岡 智明

行革プラン押しつけ
市民負担増許さない

賛成
西東京市議会公明党 藤田 美智子

子育て・介護・中小
企業・防災を重視 ！

重要課題に取り組んでいるか、費用
対効果、市民生活への影響を精査した。
公明党が全国展開した「100万人アンケ
ート調査（子育て・介護・中小企業・
防災減災）」での市民意見も加え、１月
７日に市長に手渡した「予算要望及び政
策提案書」の大部分が反映されたこと
も評価した。2024年に50歳以上の人口
が日本人口の５割を超える。若年人口
が急速に減少し、2030年ごろに75歳以
上の人口は２割になる。未来を見据え
たフレイル予防事業（山口代表も視察）
の充実、防犯カメラ設置の検討、学校
体育館への空調設置の基礎調査、待機
児解消、私道整備費拡充等も評価した。

資源ごみの拠点回収を廃止し、戸別
収集とすることで、市内約６割の世帯
で市民サービスが低下する。収集回数
が減ることにより、集合住宅の高齢者
や体の不自由な方は、さらに排出が困
難になる可能性が高い。市民生活にか
かわる重大案件を、市民の意見も聞か
ず強引に押し切るやり方には承服しか
ねる。まずは、ふれあい収集の要件見
直しや集合住宅向けのごみ出し支援策、
狭い路地での危険対策、モデル地区で
の試行実験など丁寧な検証を踏まえる
べきだ。市の財政に与える影響や、拠点
の廃止がコミュニティの崩壊につなが
る可能性を指摘し、本予算に反対する。

第４次行財政改革大綱アクションプ
ラン（平成31年度版）は、未徴収施設を
含めた全ての施設使用料、スポーツ施
設駐車場、田無公民館・中央図書館等
駐輪場や胃がん検診、私道整備等の有
料化・値上げを検討している。10月に
は消費税増税が実施され、市民生活は
大変になる。プラン実施は撤回すべき。
仮庁舎等整備事業費に新たな関連事業
費が計上され、庁舎整備基金の積立計
画も不明確なままでは、庁舎統合方針
の市民合意は得られない。地域住民の
合意のない保谷町５丁目市有地売却は
見直し、市民要望に沿った活用を行う
べきだ。

反対
生活者ネットワーク 後藤 ゆう子

ごみの拠点回収廃止
は一旦白紙に戻せ ！

賛成
自由民主党西東京市議団 酒井 ごう一郎

自民党要望が反映 ！
市民の生活を守る ！

反対
無所属 田村 ひろゆき

市民への説明抜きに
事業実施は認めない

①仮庁舎整備事業費は、18億8,400
万円と説明していたが、21億2,000万
円に膨れ上がった。関連経費との答弁
は詭弁に過ぎない。市民への説明が先
決だ。 ②資源物の戸別収集化は、地域
コミュニティの喪失など、多くの問題点
が指摘されている。試行実施からスタ
ートすべき。 ③保谷町５丁目市有地の
売払いは、市民の健康づくりに利用さ
れており売却は見送るべき。 ④中央図
書館・田無公民館の耐震補強等改修事
業は、期間中の活動場所が失われるだ
けでなく、改修による延命はまちづくり
の足かせともなる。共通する問題は市
民への説明不足。本予算には反対する。

「依然として財政構造の硬直化が継
続している状況ではありますが、経常
収支比率の改善と基金残高の回復を図
ることにより、安定的で自律的な行財
政運営を目指す」という市長の考えに
期待をします。第一に考えるべきこと
は、適切な執行管理の上で、市民サー
ビスを低下させないということです。
そのためには、歳出超過解消に向けて
各担当部署がこれまで以上に知恵を絞
って取り組む必要があると思います。
政策的な議論は継続して行うものとし、
平成31年度の厳しい財政状況の中で
提案された予算であることを理解し、
本予算に賛成します。

平成31年度予算の編成に当たり、財
政調整基金残高の早期回復と経常収支
比率の改善に努めることを重点課題と
した上で、第２次総合計画・後期基本
計画及び分野別計画の着実な推進と健
康応援都市の実現に向けて、本市の重
要課題に対応した予算となった。フレ
イル予防事業については、開催回数を
増やし事業の拡大を図ったこと、また、
ひばりヶ丘駅北口の３・４・21号線の
交通開放、交通不便地域での実証実験
の開始について評価する。田無駅南口
の駅前広場、現道の無電柱化、資源物
の戸別収集について確実に取り組むよ
う要望し、本予算に賛成する。

賛成
立憲フォーラム 森 しんいち

厳しい財政状況の時
こそ、知恵を絞れ ！

反対
統一会派みらい 小峰 和美

これでいいのか ！
西東京 ！

反対
無所属 納田 さおり

ガバナンスの崩壊を
許してはならない ！

自治体の予算は「住民福祉の向上」
を目的とし、市長の目指す方向性が、
事業の有機的つながりを持って示され
る必要がある。そうでなければ市民が
市長を選ぶ意味がない。
本市の予算は市長の顔が見えない。

縦割り行政の中で選択された事業が、
行財政改革の「コストカット基準」でぶ
つ切りにされ、有機的なつながりのか
けらも見えない「細切れ予算」、「行革コ
ストカット予算」になってしまった。一方
で行革にさえならないしがらみ事業も
散見される。この予算は一つ一つの事
業と施策総体が市民の納得と賛同を得
ていない予算だ。とても賛成できない。

西東京市の基本構想・基本計画は、
まちづくりを進めるための基本的な方
向性を示すものだ。市長は市の最上位
計画と位置づけ、議決対象としたこと
に市民総意に基づき策定されたことは
大きな意義があると話している。旧田
無時代の第３期基本構想・基本計画の
もと、７大重点事業計画の一つとして
整備された緑と歴史の散歩道について、
議会に何の説明もなく現在の交通状況
に合わせた整備を実施するとの報告が
あった。基本構想・基本計画とはそん
な簡単なものか。つくる時だけ議決対
象として、改定するときは、何の説明
もないのか。これでいいのか西東京。

反対の最も大きな理由はガバナンス
の崩壊した予算を簡単に許してしまえ
ば、近い将来、必ず西東京市は財政の
崖から転落するからだ。今回の予算編
成において財政調整基金の繰り入れ抑
制を図った職員の努力は高く評価する。
しかし乾いた雑巾を絞り出すようにし
て捻出した財源をいとも簡単に資源物
戸別収集や勤労者福祉サービスセンタ
ー補助金といった政治予算にばらまき、
さらに中央図書館・田無公民館を耐震
化によって古いまま狭いまま縛りつけ、
市で最も担税力強化に資する田無駅南
口周辺の未来を全く描けない丸山市政
のあり方には断固として反対する。

反対
無所属 森 てるお

目先だけしか見て
いない予算に反対 ！

平成31年度当初予算について、予算特別委員会での審査後、３月27日の本会議
で各会派及び無所属議員による討論が行われました。
ここでは、当初予算の主な討論内容についてお知らせします。

◇討論の詳細は会議録に掲載します。「会議録の公開予定」は10面をご覧ください。

当初予算に対する討論

平成31年度一般会計予算に対する

討　論
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西東京市



〇賛成　×反対
△会派内で賛否が分かれたもの

╳
※2

１
月

２
月

３
月

〇
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導

入
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に

提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳

情
〇
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
に

関
す
る
陳
情

（
以
上
、
企
画
総
務
）

〇
保
谷
町
５
丁
目
市
有
地
に
関

す
る
陳
情

〇
保
谷
町
５
丁
目
市
有
地
に
関

す
る
陳
情（以

上
、
企
画
総
務
）

編
集
後
記

元
号
が
平
成
か
ら
令
和
へ
と

変
わ
り
ま
し
た
が
、
議
会
だ
よ

り
も
今
号
よ
り
本
格
的
に
、
新

し
い
委
員
構
成
で
お
届
け
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
こ
の
議
会
だ
よ
り
、

市
民
の
皆
様
に
ど
れ
く
ら
い
読

ん
で
い
た
だ
け
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。「
議
会
は
何
を
し
て

い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い

う
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
び
に
、

情
報
発
信
の
あ
り
方
を
改
革
し

て
い
く
必
要
性
を
、
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
期
議
会
報
編
集
委
員
会
で

は
、
新
し
い
紙
面
づ
く
り
に
つ

い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。
忌
憚
な
き
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。    

（
Ｋ
）

精
神
障
害
者
に
対
す
る
交
通
運

■
第
２
回
定
例
会
は
６
月
７
日

（
金
）
か
ら
開
催
予
定

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り

次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・一般会計

・国民健康保険特別会計

・駐車場事業特別会計

・介護保険特別会計

・後期高齢者医療特別会計

・下水道事業会計

・一般会計（第4号）

・国民健康保険特別会計（第2号）

・下水道事業特別会計（第2号）

・介護保険特別会計（第2号）

・後期高齢者医療特別会計（第2号）

・一般会計（第１号）

・空き家等の対策の推進に関する条例

・地域情報化計画策定審議会条例

・手数料条例

・職員の自己啓発等休業に関する条例

・一般職の職員の給与に関する条例

・人事行政の運営等の状況の公表に関する条例等

・非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償等に関
する条例

・国民健康保険条例

・心身障害者福祉手当条例

・児童育成手当条例

・ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例

・住吉会館条例

・高齢者アパート条例

・下水道条例

・教育委員会委員の任命につき同意を求めること
について

・固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意
を求めることについて（３件）

・監査委員の選任につき同意を求めることについて

・精神障害者に対する交通運賃割引の適用を求め
る意見書

・選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書

・学校給食の無償化を求める意見書

・沖縄県民の意思を尊重し、辺野古新基地建設問
題を国民全体の問題として、公平、公正にさま
ざまな選択肢を検討することを求める意見書

・国民健康保険料を協会けんぽ並みに引き下げる
ことを求める意見書

無
所
属
③（
１
）

無
所
属
②（
１
）

無
所
属
①（
１
）

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
２
）

統
一
会
派
み
ら
い（
２
）

立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム（
３
）

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団（
４
）

西
東
京
市
議
会
公
明
党（
５
）

自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団（
９
）※

１

結　
　
　
　
果

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

同
意

可
決

否
決

第1回定例会 議案の議決結果一覧

予　
　
算

(

31
年
度)

補
正
予
算

（
31
年
度)

補
正
予
算

(

30
年
度)

条
例
改
正

条
例
制
定

条
例
廃
止

そ
の
他

議
員
提
出
議
案

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

※1  議長は採決に加われないため、採決時は８名　※2  一部退席

会　　派
( ) は所属議員数

件　　名

○ ○ ╳ ○ 　 ╳ ╳ ╳ ╳

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○

△ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ╳

╳ ╳ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

╳ ╳ ○ ╳ ╳ ○ ○ ╳ ○

会
議
の
開
催
状
況

15
日　
会
派
代
表
者
会
議

21
日　
新
任
期
議
員
全
体
会

22
日　
会
派
代
表
者
会
議

23
日　
初
当
選
議
員
説
明
会

31
日　
第
１
回
臨
時
会
・
本

会
議
、
会
派
代
表
者

会
議

１
日　
本
会
議
（
議
長
の
選

挙
）、会
派
代
表
者
会

議

４
日　
本
会
議
（
副
議
長
の

選
挙
）、
会
派
代
表
者

会
議

５
日　
本
会
議
（
一
部
事
務

組
合
議
会
議
員
の
選

（
平
成
31
年
１
月
〜
３
月
）

挙
、
議
案
上
程
〜
議

決
、
緊
急
質
問
）、

会
派
代
表
者
会
議
、

議
会
運
営
委
員
会
、

企
画
総
務
委
員
会

　
　
　
文
教
厚
生
委
員
会
、

建
設
環
境
委
員
会
、

議
会
報
編
集
委
員
会

13
、
15
日

　
　
　
全
員
協
議
会

20
日　
議
会
運
営
委
員
会

25
日　
第
１
回
定
例
会
・
本

会
議
（
施
政
方
針
、

議
案
等
上
程
〜
付

託
）、
予
算
特
別
委

員
会
、
議
会
報
編
集

委
員
会

26
〜
28
日

　
　
　
本
会
議（
代
表
質
問
）

ホームページ冊子版

・常任委員会
・議会運営委員会

・本会議

会議名

・予算特別委員会

・情報公開コーナー
・議会図書室

・情報公開コーナー
・議会図書室
・市内図書館

5月下旬

8月下旬

5月中旬

5月中旬

8月上旬

賃
割
引
の
適
用
を
求
め
る
意
見

書【提
出
先
】
衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、
国
土
交
通
大

臣選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入

を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】
衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

法
務
大
臣

学
校
給
食
の
無
償
化
を
求
め
る

意
見
書

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

■
請
願
・
陳
情
の
受
け
付
け

　
請
願
・
陳
情
は
随
時
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
が
、
第
２
回
定

例
会
中
に
審
査
を
行
う
た
め
に

は
、
５
月
31
日
（
金
）
ま
で
に

ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
日　
本
会
議（
代
表
質
問
・

一
般
質
問
）

４
〜
５
日

　
　
　
予
算
特
別
委
員
会

６
日　
議
会
運
営
委
員
会
、

　
　
　
本
会
議
（
委
員
会
審

査
報
告
〜
議
決
）

７
日　
企
画
総
務
委
員
会
、

　
　
　
文
教
厚
生
委
員
会

８
日　
建
設
環
境
委
員
会

11
日　
議
会
運
営
委
員
会
、

会
派
代
表
者
会
議

13
〜
15
、
18
〜
20
、
22
日

　
　
　
予
算
特
別
委
員
会

27
日　
本
会
議
（
委
員
会
審

査
報
告
、
議
案
等
上

程
〜
付
託
・
議
決
）、

議
会
運
営
委
員
会
、

予
算
特
別
委
員
会

議決結果（議案・陳情）、意見書、会議録の公開予定、会議の開催状況等

陳
情
の
結
果

今
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

（　

）
は
付
託
委
員
会

採
択
と
な
っ
た
も
の

不
採
択
と
な
っ
た
も
の

■会議録の公開予定
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古紙配合率70％
再生紙を使用

お問い合わせ 市議会ホームページ議会だよりについて 議会事務局庶務調査係 　　042-460-9860
傍聴等について 議会事務局議事係 　　042-460-9861 http://www.city.nishitokyo.lg.jp/sigikai/index.html
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